
孝

経

康

人

章

に

よ

ぜ

て

は

じ

め

に

孝
経
は
孔
子
が
曾
子
と
い
う
弟
子
の
た
め
に
、
孝
道
を
敬
語
し
た

記
録
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
の
第
一
章
た
る
開
宗
明

義
章
の
書
き
出
し
、
そ
の
他
の
章
に
お
け
る
見
せ
か
け
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
二
程
氏
、
朱
莱
以
来
疑
わ
れ
て
い
た
。
近
来
の
事
界

で
は
、
そ
れ
が
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
、
も
は
や
、
は
っ
き
り
看

破
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
板
野
長
八
氏
が
、
多
く
の
先
人
の
読
を
検

「
孝
鰹
は
鞍
圏
末
期
、
呂
氏
春
秋
が
作
ら
れ
た
時
代

討
し
た
の
ち
、

を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
遠
く
な
い
時
代
に
製
作
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
そ

の
時
代
に
お
け
る
君
権
強
化
の
要
請
を
反
映
し
て
い
る
」
と
し
た
考

読
を
う
け
い
れ
た
い
。
孝
樫
は
お
そ
ら
く
、
前
三
世
紀
の
三
四
十
年
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代
に
は
、
す
で
に
、
今
日
の
形
を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書

は
一
見
し
た
主
こ
ろ
、
非
常
に
古
い
周
代
封
建
制
の
彩
色
を
も
っ
て

{子

都

清

士
ロ

宮

色
ど
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
お
よ
そ
、
そ
れ
と
は

異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
然
と
し
た
職
園
期
的
、
な
い
し
は

秦
漢
帝
園
的
社
曾
を
基
礎
と

L
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

孝
経
の
成
立
し
た
年
代
を
考
え
れ
ば
、
ま
こ
と
に
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
書
と
し
て
の
孝
鰹
が
、
漢
代
に
お
い
て
に
な
っ
て
い
た

-25-

意
義
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、

法
家
的
専
制
的
な
君
樺
を
儒
家
的
文
家
長
的
な
天
子
の
理
想
に
、
近

づ
け
る
と
共
に
、

一
方
で
は
、
儒
家
一
般
を
し
て
統
一
君
樺
の
下
に
、

封
鎖
的
経
封
的
な
父
権
を
相
掛
化
し
、
忠
孝
を
南
立
さ
せ
る
方
向
に

近
づ
け
よ
う
と
す
る
政
策
、
な
い
し
教
設
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
な

つJ

た
こ
と
で
あ
る
。

孝
経
は
今
日
も
、
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
が
停
え
ら
れ
て
い
る
。
い
う
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ま
で
も
な
く
、
郵
注
つ
ま
り
鄭
玄
の
注
と
体
え
ら
れ
る
今
文
は
、
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
孔
停
つ
ま
り
孔
安
園
が
俸
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
る

古
文
は
、
そ
の
二
で
あ
る
。
南
テ
キ
ス
ト
は
章
の
わ
け
方
、
が
少
し
こ

と
な
る
他
、
文
意
上
の
ち
が
い
は
、

ほ
と
ん
ど
存
し
な
い
。
い
ず
れ

も
、
は
じ
め
の
数
章
に
は
、
天
子
章
、
諸
侯
章
、
卿
大
夫
章
、

士ヰ早、

庶
人
章
と
い
う
、
興
味
あ
る
章
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
古
文

で
は
、
庶
人
章
が
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
庶
人
章
と
孝
卒
章
と
な
っ
て

い
る
が
、
文
意
だ
け
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
む
ろ
ん
古
文
の
方
が
理
が

通
っ
て
い
る
。
今
、
こ
の
数
章
を
、
た
ま
た
ま
手
も
と
に
あ
る
、
と

い
う
だ
け
の
理
由
で
、
古
文
孝
程
孔
停
(
一
誤
判
官
刷
)
に
よ
っ
て
、
左

に
錬
し
よ
う
。

〔
天
子
章
〕

子
日
、
愛
親
者
不
敢
悪
於
人
、
敬
親
者
不
敢
慢
於
人
、

愛
敬
蓋
於
事
親
、
然
後
徳
教
加
於
百
姓
、
刑
於
四
海
、
蓋
天
子
之

孝
也
。
目
刑
云
一
人
有
慶
、
兆
民
頼
之
。

〔
諸
侯
章
〕

子
日
、
居
上
不
騎
高
而
不
危
、
制
節
謹
度
楠
而
不
溢
、

高
而
不
危
所
以
長
守
貴
也
、
満
市
不
溢
所
以
長
守
富
也
、
富
貴
不

離
其
身
、
然
後
能
保
其
枇
理
市
和
其
民
人
、
蓋
諸
侯
之
孝
也
。
詩

云
、
職
戦
腕
腕
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
泳
。

子
日
、
非
先
王
之
法
服
不
敢
服
、
非
先
王
之
法
言

〔
卿
大
夫
章
〕

不
敢
道
、
非
先
王
之
徳
行
不
敢
行
、
是
故
非
法
不
一
言
、
非
道
不
行
、

口
亡
樺
一
言
、
身
亡
樺
行
、
言
満
天
下
、
亡
口
遇
、
行
満
天
下
亡
恕

悪
、
三
者
備
失
、
然
後
能
保
其
時
位
市
守
其
宗
廟
、
蓋
卿
大
夫
之

孝
也
。
詩
云
、
夙
夜
匪
解
以
事
一
人
。

〔
士
章
〕

子
日
、
責
於
事
父
以
事
母
其
愛
問
、
責
於
事
父
以
事
君

其
敬
問
、
故
母
取
其
愛
市
君
取
其
敬
、
粂
之
者
父
也
、
故
以
孝
事

君
則
忠
、
以
弟
事
長
則
順
、
忠
順
不
失
以
事
其
上
、
然
後
能
保
其

届
酎
帳
市
守
其
祭
記
、
蓋
士
之
孝
也
。
詩
云
、
夙
輿
夜
来
、
亡
宗
爾

所
生
。
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〔
庶
人
章
〕

子
日
、
因
天
之
時
就
地
之
利
、
謹
身
節
用
、
以
養
父

母
、
此
庶
人
之
孝
也
。

い
ず
れ
も
、
封
建
的
な
身
分
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
孝
道
の
行
い

方
が
ち
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
す
べ
て
は
、
規
定
と
か
制
度

と
か
命
令
と
か
い
う
、
外
力
で
動
か
さ
れ
る
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
見
せ
か
け
は
、
周
的
封
建
制
が
秩
序
の
形
式
と
し
て

採
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
貫
際
は
統
一
的
な
強
力
な
君
権
下
の
秩
序

と
い
う
、
孝
鰹
全
世
の
思
想
的
基
盤
の
上
に
、
孝
道
貫
践
者
の
自
主

性
が
期
待
せ
ら
れ
つ
つ
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
内
容
は
、
天
子

に
お
け
る
道
徳
世
界
の
貫
現
、
諸
侯
に
お
け
る
節
度
の
生
活
、
卿
大



夫
に
お
け
る
行
震
の
慎
重
、

士
に
お
け
る
忠
の
賓
践
、
庶
人
に
お
け

る
生
産
的
勤
労
が
、
す
べ
て
孝
の
精
神
に
基
づ
き
、
あ
る
い
は
孝
そ

の
も
の
で
あ
る
と
読
か
れ
て
い
る
。
総
じ
て
孝
は
道
徳
の
根
本
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
賓
践
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
祉
舎
階
級

に
固
有
の
、
政
治
的
、
道
徳
的
、
日
庇
舎
的
、
生
産
的
任
務
を
自
主
的

に
果
し
つ
つ
、
そ
の
枇
曾
的
身
位
を
保
全
す
る
方
法
で
も
あ
っ
た
。

否
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
孝
の
賓
践
が
、
行
潟
者
の
自
主
性
に
期
待

さ
れ
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
子
章
な
い
し
庶
人
章
の
内
、
庶
人
章
の
書
き
方
が
、
他
章
と
非

常
に
ち
が
っ
て
い
る
離
は
注
目
に
債
す
る
だ
ろ
う
。
他
章
で
は
、
す

ベ
て
精
神
的
、
内
面
的
な
こ
と
、
知
的
な
こ
と
に
つ
い
て
述
ベ
、
か

。

い
ず
れ
も
蓋
と
い
っ
て
、
大
略
を
述

っ
、
そ
の
末
句
の
部
分
で
は
、

べ
る
に
過
ぎ
な
い
と
の
意
を
現
わ
し
て
い
る
。
し
か
る
に
庶
人
章
で

は
、
た
だ
単
に
生
産
と
ケ
ン
ヤ
ク
に
つ
い
て
数
語
を
費
や
す
だ
け
で

。

か
つ
末
句
で
は
、
此
と
い
っ
て
、
庶
人
の
孝
な
る
も
の
は
、

あ
り
、

結
局
農
業
生
産
と
ケ
シ
ヤ
ク
以
外
に
は
何
も
な
い
と
の
意
を
現
わ
し

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
早
く
先
人
も
注
意
し
た
。
す
な
わ
ち
、

邪
馬
の
正
義
本
に
も
、
「
此
庶
人
之
孝
也
」
の
下
に
、
「
庶
人
魚
孝
、
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唯
此
而
己
L

と
い
う
唐
の
玄
宗
御
注
が
存
し
、
か
つ
邪
畏
は
、
「
こ
れ

は
貌
注
(
羽
一
M
M
叶
一
一
均
一
位
一
糊
一
四
週
間
味
一
日
比
一
山
一
切
官
)
に
よ
っ
た
の
だ
が
、

そ
の
意
味
は
、
天
子
か
ら
士
ま
で
は
、
孝
行
の
範
圏
が
康
い
の
で
、

。

大
綱
を
略
述
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
蓋
と
い
う
字
を
使
っ
て
い
る

が
、
庶
人
章
で
は
、
用
天
分
地
謹
身
節
用
し
て
、
親
を
養
い
さ
え
す

れ
ば
、
そ
れ
が
孝
の
全
部
だ
か
ら
、
此
の
字
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
庶
人
章
だ
け
、
詩
を
引
用
し
て
い
な
い
の
も
、
別
に
附
加
謹
明

す
べ
き
何
物
も
、
も
早
や
、
こ
の
章
に
は
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」

と
い
っ
て
い
る
。

天
子
章
な
い
し
士
章
と
、
庶
人
掌
の
書
き
方
の
、
こ
の
よ
う
な
ち
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が
い
方
は
、
賞
は
孝
経
が
、
儒
家
に
お
け
る
停
統
的
な
「
吐
舎
経
済

に
闘
す
る
設
計
聞
」
に
従
っ
て
書
か
れ
た
た
め
に
起
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
孟
子
は
藤
文
公
上
に
、
次
の
よ
う
な
設
計
圃
を
示
し
て
い
る
。

夫
膿
壌
地
禰
小
、
時
掲
君
子
吾
、
持
潟
野
人
鷲
。
無
君
子
、
莫
治

野
人
、
無
野
人
、
莫
養
君
子
。

こ
れ
は
、
必
ず
し
も
封
建
的
な
身
分
の
世
襲
制
ま
た
は
、
固
定
制

の
祉
舎
を
作
る
た
め
の
設
計
画
で
は
な
い
。
こ
の
設
計
固
で
孟
子
が

明
し
た
い
こ
と
は
「
祉
舎
は
権
力
的
階
級
と
生
産
的
階
級
の
二
っ
か

ら
な
る
。
擢
力
的
階
級
は
生
産
的
階
級
に
、
秩
序
と
安
寧
を
あ
た
え

る
の
が
任
務
で
あ
る
。
こ
れ
に
掛
し
、
生
産
的
階
級
は
樺
力
的
階
級



434 

の
た
め
に
、
経
済
財
を
生
み
こ
れ
を
養
う
こ
と
が
任
務
に
な
る
。
雨

階
級
は
か
く
し
て
、
相
互
に
依
存
し
つ
つ
、
人
間
的
生
活
を
全
う
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
孟
子
は
勝
文
公
上
の
有
名
な
許
行
の

事
読
批
剣
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
思
想
を
も
っ
と
理
論
的
に
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

有
大
人
之
事
、
有
小
人
之
事
。
且
一
人
之
身
、
而
百
工
之
所
潟
備、

如
必
自
然
而
後
用
之
、
是
率
天
下
而
路
也
。
故
田
、
或
傍
心
、
或

第
力
。
傍
心
者
治
人
、
第
力
者
治
於
人
。
治
於
入
者
食
人
、
治
人

者
食
於
人
、
天
下
之
通
義
也
。

こ
の
種
の
考
え
方
は
、
質
は
儒
家
で
は
、
か
な
り
古
い
俸
統
を
も

つ
も
の
で
、
左
俸
に
も
、

君
子
第
心
、
小
人
労
力
。
先
王
之
制
也
。

と
い
っ
て
い
る
し
、
園
語
の
魯
語
に
も
、

君
子
傍
心
、
小
人
労
力
。
先
王
之
訓
也
。

と
い
っ
て
い
る
。
竹
添
光
鴻
の
左
氏
禽
筆
に
は
、

ご
」
れ
は
皆
古
語

で
あ
る
」
と
い
う
朱
某
の
読
を
引
い
て
、
そ
の
考
え
方
が
古
い
停
統

で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
だ
か
ら
孔
子
が
、
季
康
子
と
政
治
を

論
じ
た
時
「
君
子
の
徳
は
風
、
小
人
の
徳
は
草
|
顔
淵
篇
」
と
い
っ

-国守、、

e
t
μ

・刀

か
れ
の
脳
裂
に
も
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
祉
曾
粧
関
上
の
孟
子

的
設
計
圃
が
、
え
が
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
設
計
画
と
そ

の
理
論
で
は
、
人
聞
は
一

腹
は
っ
き
り
と
二
つ
の
階
級
に
分
か
た
れ、

機
力
と
生
産
と
が
、
支
配
と
被
支
配
の
閥
係
で
、
え
が
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
少
く
も
孔
子
以
来
、
こ
の
階
級
観
は
必
ず
し
も
、
封
建
的

世
襲
制
や
身
分
固
定
の
思
想
を
正
蛍
化
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
儒
家
の
創
始
者
孔
子
の
人
問
視
を
見
れ
ば
、
は
っ
き
り
理
解

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
孔
子
は
一
見
い
か
に
も
、
周
代
的
封
建
秩
序
を
保

持
す
る
こ
と
に
-
力
を
つ
く
し
て
い
る
か
に
思
え
る
言
論
を
多
〈
残
し

て
い
る
。
し
か
し
費
は
全
く
そ
の
反
針
で
、

「性
相
近
か
し
、

習
相

遠
し
」
(
崎
臨陽一
)
と
か
、

「品
警
め
る
の
み、

類
な
し
」
(翠

輔
)
と
か
い

っ
て
、
根
本
的
に
は
、
人
聞
を
封
建
的
身
分
観
か
ら
解
放
し
、
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そ
の

代
り
に
、
人
間
の
卒
等
親
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
卒
等

皐
問
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
風
の
階
級
に
入
る
の
で
あ

な
人
聞
は
、

る
。
事
賞
孔
子
の
皐
固
に
は
、
下
賎
な
職
業
や
農
民
出
身
の
君
子
が

数
多
く
い
た
。
除
り
上
等
な
職
業
に
従
事
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い

子
路
、
貧
困
を
き
わ
め
た
顔
回
、
さ
ら
に
は、

い
ら
い
ら
す
る
よ
う

な
農
業
務
働
に
疲
れ
て
失
策
を
犯
し
、
父
に
し
か
ら
れ
た
曾
子
ら
が
、

孔
子
の
大
切
な
弟
子
で
あ
っ
た
ば
こ
の
よ
う
に
し
て
解
放
さ
れ
た
人

聞
を
孔
子
は
、
最
も
具
鐙
的
に
は
父
母
子
の
開
係
、
さ
ら
に
い
え
ば



家
族
生
活
の
場
に
お
い
て
縛
え
た
。
そ
こ
に
は
、
孝
道
と
い
う
質
践

そ
れ
は
祉
曾
秩
序
、
人
間
諸
閥
係
の
根
本
で
あ
る
こ

と
を
見
た
。
論
語
震
政
篇
に
、

.孟
武
伯
問
孝
。
子
日
、
父
母
唯
其
疾
之
憂
。

道
徳
が
あ
り
、

と
あ
る
の
は
、
孝
が
家
族
生
活
に
お
け
る
最
生
理
的
な
部
分
か
ら
、

は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
と
も
に
、
そ
れ
は
風
の

階
級
と
か
、
草
の
階
級
と
か
の
階
級
を
越
え
た
、
す
べ
て
の
人
の
道

で
あ
り
、
秩
序
の
根
元
で
あ
っ
た
。
拳
而
篇
に
、

有
子
目
、
其
篤
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
鮮
失
。
不
好
犯
上
、
好

作
範
者
、
未
之
有
也
。
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、

其
矯
仁
之
本
輿
。

と
あ
る
の
は
、
孔
子
の
教
え
を
正
し
く
俸
え
よ
う
と
す
る
有
子
の
語

で
あ
る
。
こ
の
孝
は
君
子
の
そ
れ
と
し
て
設
か
れ
て
い
る
が
、
農
村

の
愚
父
を
も
っ
家
族
に
も
、
む
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
孝
道
が
存
し
、

肉
身
愛
の
道
が
守
ら
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
子
路
篇
の
次

の
語
は
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

葉
公
語
孔
子
日
、

吾
議
有
直
射
者
、

其
撞
羊
而
子
誼
之
。

孔
子

回
、
吾
簸
之
直
者
異
於
是
。
父
篤
子
憶
、
子
篤
父
臆
、
直
在
其
中
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笑。

し
か
し
、
孔
子
に
お
い
て
は
、
ま
だ
、

こ
の
よ
う
な
孝
道
、が
、
農
民

の
生
産
生
活
と
、
現
質
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
と
い

う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
一ホさ
れ
て
は
、
い
な
い
と
思
う
。
震
政
篇
に

子
滋
問
孝
。
子
日
、
今
之
孝
者
是
謂
能
養
。
至
於
犬
馬
皆
能
有
養
。

不
敬
、
何
以
別
乎
c

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
「
子
と
し
て
父
母
を
養
う
の
は

嘗
然
と
・し
て

も
、
精
紳
的
要
素
が
依
け
て
い
て
は
、
犬
馬
の
飼
養
と
こ
と
な
ら
な

ぃ
。
な
る
ほ
ど
、

父
母
を
養
っ
て
い
る
、
と
い
う
人
は
あ
る
に
は
あ

る
が
、
多
く
は
飼
養
の
類
だ
」
と
な
げ
い
て
い
る
の
だ
。
と
れ
は
農

民
に
つ
い
て
も
い
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「能
養
」

- 29ー

の
手
段
と
し
て
の
生
産
に

つ
いv
て
は
、

ど
こ
で
も
、
何
も
ふ
れ
て
い

な
い
。
大
睦
孔
子
は
生
産
と
い
う
こ
と
に

つ
'い
て
は
、
あ
ま
り
理
解

有
名
な
次
の
語
が
錬
せ
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
子
路
篇
に

奨
運
請
拳
稼
。
子
目
、
五
日
不
如
老
農
。
請
皐
潟
圃
。
回
、
吾
不
如

老
圃
。
奨
遅
出
。
子
日
、
小
人
哉
奨
須
。
上
好
躍
、
則
民
莫
敢
不

敬
。
上
好
義
則
民
莫
敢
不
服
。
上
好
信
、
則
民
莫
敢
不
用
情
。
夫

如
是
、
則
四
方
之
民
欄
負
其
子
而
至
長
。
鷲
用
稼
。

孔
子
は
生
産
技
術
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
存
在
を
零
重
し
て
い



436 

る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
根
本
的
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
草

の
階
級
の
人
闘
の
任
務
で
、
風
の
階
叡
の
人
間
と
し
て
は
、
も
っ
と

「
高
い
任
務
」
を
自
質
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
耕
作
第
働
な

ど
を
速
く
こ
え
た
債
値
」
で
あ
る
、
と
信
じ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
か

ら
孔
子
が
、
生
産
と
孝
道
の
開
係
に
つ
い
て
、
何
も
語
ら
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
大
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

孟
子
は
前
仁
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
枇
舎
設
計
問
、
な
ら
び
に
理

論
的
説
明
に
お
い
て
、
政
治
の
権
力
に
従
事
す
る
の
が
君
子
の
任
務

で
あ
り
、
農
業
の
生
産
に
従
事
す
る
の
が
野
人
(
小
人
・
農
民
)

日
駐
曾
的
任
務
で
あ
る
こ
と
を
理
論
づ
け
た
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
の
農
民
の
物
心
の
生
活
は
、
・
次
の
如
く
に
え
が
か
れ
る
。
ー
梁
悪

王
章
句
上
。

孟
子
針
目
、
地
方
百
里
而
可
以
王
。
王
如
施
仁
政
於
民
、
省
刑
罰
、

薄
税
敏
、
深
耕
易
拝
、
壮
者
以
曜
日
、
紘
叩
其
孝
悌
忠
信
、
入
以
事

父
兄
、
出
以
事
長
上
。
可
使
制
提
以
撞
秦
楚
之
堅
甲
利
兵
会
。
彼

奪
其
民
時
、
使
不
得
耕
痔
以
養
其
父
母
、
父
母
凍
餓
、
兄
弟
妻
子

離
散
。
彼
陥
溺
其
民
。
王
往
而
征
之
、
夫
誰
興
王
敵
。
故
田
、
仁

者
無
敵
。
王
請
勿
疑
。

つ
ま
り
、
「
政
治
が
よ
く
て
も
、

わ
る
く
て
も
、

農
民
の
あ
い
だ

で
は
、
現
寅
に
壮
年
の
男
子
(
し
た
が
っ
て
妻
子
が
あ
る
)
が
、
兄

弟
と
同
居
し
つ
つ
、
農
事
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
父
母
を
養

う
た
め
で
あ
る
が
、
善
政
を
行
え
ば
、
孝
道
を
行
わ
し
め
る
こ
と
が

で
き
、
権
力
者
の
政
治
目
的
が
達
成
で
き
る
け
れ
ど
も
、
悪
政
を
行

え
ば
、
父
母
は
凍
え
た
り
、
う
え
た
り
、
兄
弟
は
離
散
し
、

ひ
い
て

は
政
治
そ
の
も
の
も
破
壊
す
る
。
」
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

後
で

も
述
べ
る
よ
う
に
、
庶
人
章
の

「
農
民
生
活
と
孝
道
の
一
盟
性
」
の

精
神
と
完
全
に
、

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
孟
子
は
一
流
の

の

露
骨
な
い
い
方
で
、
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つ
ま
り
「
心
を
傍
す
る
」
君
子
の
階
級
に
立
つ

者
の
立
場
で
、
君
主
の
一
方
的
な
政
策
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
を
え

が
い
て
い
る
の
に
針
し
、
孝
経
で
は
、
そ
の
よ
う
な
一
方
的
な
、
押

し
つ
け
が
ま
し
い
政
策
の
問
題
と
し
て
よ
り
か
、
も
う
少
し
原
理
的

な
立
場
に
お
け
る
、
農
民
の
「
自
主
的
な
認
識
」
に
期
待
を
か
け
る
、

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
む
ろ
ん
、
孟
子
的
な

社
舎
経
済
の
設
計
聞
と
そ
の
理
論
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
て
孝
艇
で
は
、
正
に
天
子
な
い
し
土
が
、

「
自
主
的
に
、
そ
の
孝
道
を
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の

に
封
臆
し
て
、
農
民
も
こ
の
貼
で
は
全
く
同
格
に
、
草
の
階
級
・
野

人
・
小
人
・
労
力
者
の
階
級
の
「
人
間
ら
し
さ
の
僚
件
」
の
全
部
と



し
て
、
自
発
的
に
、
自
主
的
に
、
「
孝
道
と
生
産
と
を
一
如
に
す
べ
き

こ
と
」
が
設
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
孝
鰹
は
思
想
的
に
は
、
孟
子

よ
り
一
歩
深
化
し
た
黙
が
あ
り
、
そ
の
黙
で
、
拳
読
の
進
歩
で
あ
る

と
共
に
、
や
は
り
、
背
後
に
あ
る
祉
曾
と
政
治
の
賓
情
が
、
職
園
末

期
に
い
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
、

「一

段
と
深
化
し
た
哲
拳
」
を
要
求

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
庶
人
章
の
全
文
を
も
う
少
し
解
析
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

つ
ま
り
、
「
因
天
之
時
就
地
之
利
」

と
は
、
春
夏
秋
冬
の
時
候
の
幾
化
に
塵
じ
て
、
播
種
・
成
長
・
収
穫

・
貯
臓
に
意
を
用
い
、
耕
地
の
位
置
や
土
壌
の
良
否
を
見
定
め
る
こ

と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
擢
カ
に
よ
る
命
令
で
は
な
く
、
孟
子

的
な
設
計
固
に
お
け
る
、
職
業
的
自
費
に
よ
る
、
自
主
性
に
期
待
し

た
立
論
で
あ
る
。

孔
安
園
の
俸
に
従
え
ば
、
「
そ
の
総
労
働
は
日
夜
を

分
か
た
ず
。
卒
服
を
脱
し
て
、
ほ
と
ん
ど
は
だ
か
の
は
だ
し
委
。
少

年
時
代
か
ら
父
母
の
も
と
で
、
こ
の
よ
う
な
第
働
を
見
習
う
の
で
、

大
し
て
巌
し
い
し
つ
け
を
し
な
く
と
も
、
農
民
子
弟
は
農
事
の
ベ
テ
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ラ
ン
に
な
る
」
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
鉱
労
働
は
家
族

的
で
あ
る
が
、
主
力
は
む
ろ
ん
、
「孝
道
を
賓
践
す
ベ
し
」
と
さ
れ
て

い
る
家
族
中
の
壮
年
で
あ
る
。
農
村
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
鉱
労
働

ω
 

の
特
質
は
、
早
く
園
語
や
管
子
に
よ
っ
て
も
停
え
ら
れ
、
あ
え

i

て
儒

家
で
な
く
て
も
、

一
般
に
中
闇
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

「
謹
身
節
用
」
と
は
、
鄭
・
孔
二
家
の
注
に
し
た
が
え
ば
、
「
あ
え
て

非
を
な
さ
ず
、
恥
厚
に
遠
ざ
か
り
、
無
用
の
費
を
は
ぶ
け
ば
、
生
活

費
は
十
分
に
足
り
て
、
親
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
だ

が
、
孝
道
が
翠
に
幼
少
な
子
供
の
し
つ
け
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、

生
産
に
従
事
す
る
青
壮
年
が
、
自
主
的
に
行
う
人
間
的
行
掃
の
問
題
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と
し
て
、
は
な
は
だ
現
質
的
に
立
論
せ
ら
れ
て
い
る
離
が
注
意
を
要

す
る。

だ
か
ら
、

こ
の
こ
と
は
、
問
題
が
決
し
て
、
間
単
純
な
私
家
の

家
族
道
徳
と
し
て
だ
け
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

す
で
に
孟
子
の
祉
禽
経
済
に
開
す
る
設
計
園
、
な
い
し
は
そ
れ
に
基

づ
く
政
策
と
し
て
の
孝
道
と
生
産
と
の
閥
係
聞
に
お
い
て
も
、

は
つ

き
り
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
も
明
言
は
し
て
い
な
い
に
し
て

も
、
お
そ
ら
く
脳
裏
で
は
全
く
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
、
と
推
論

せ
ら
れ
る
。
た
だ
、
孔
子
が
明
言
し
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
時
代

が
孟
子
な
い
し
、
孝
経
の
で
き
た
職
圏
中
末
期
の
祉
舎
的
政
治
的
情
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勢
に
比
し
て
、
ま
だ
ま
だ
、
巌
し
く
な
か
っ
た
と
と
を
思
わ
せ
る
。

孔
子
の
濁
特
な
生
産
社
舎
緩
視
の
傾
向
を
除
外
し
て
考
え
て
も
。

さ
て
、
庶
人
章
の
玄
宗
の
御
注
に
は
「
租
税
が
法
定
の
通
り
に
納

め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
自
家
の
消
費
分
に
さ
し
っ
か
え
る
、
と
い
う
こ

と
は
な
い
」
と
述
べ
て
あ
る
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
、
孟
子
の
考
え

方
を
引
き
延
し
た
も
の
で
あ
り
、
家
・
鰹
の
も
つ
、
原
理
的
な
政
治
性

に
即
し
た
、
親
切
き
わ
ま
る
注
で
あ
る
。
鄭

・
孔
の
注
に
は
、
そ
の

貼
な
に
も
ふ
れ
て
は
い
な
い
が
、
む
ろ
ん
、
こ
の
意
味
が
ふ
く
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
推
測
に
難
く
な
い
。
職
園
的
園
家
、
な
い
し
は
、

そ
の
延
長
た
る
秦
漢
帝
園
が
、
農
民
生
産
の
上
に
直
接
に
築
か
れ
て

い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
ぞ
れ
は
、

い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し

て
孝
経
こ
そ
は
、
君
植
の
統
一
下
に
お
け
る
、
自
費
的
な
孝
道
の
十

全
な
展
開
を
旨
と
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
句
の
鄭
・
孔
の
註
の
精
紳

に
、
農
民
の
生
産
と
消
費
の
生
活
が
、
園
家
の
財
政
と
直
結
す
る

面
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
は
ず
は
、
紹
劃
に
な
い
、

と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

。以
養
父
母
」
と
は
、

そ
の
よ
う
な
農
家
の
生
産
と
消
費
と
の
鰹

潤
的
活
動
の
全
責
任
を
負
う
者
は
、
家
族
中
の
壮
年
で
あ
り
、
父
母

は
そ
れ
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て

「人
間
的
待
遇
を
受
け
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
壮
年
自
身
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

「
民
の
人
間
と
な
る」

と
い
う
こ
と
で
あ
る。

は
じ
め
て

な
お
、
こ
こ
で
少
し
く
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
庶
人
章
だ
け
を
通
じ
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
庶
人
章
的

父
母
、
中
に
も
父
は
、
間
早
に
孝
養
を
、
つ
け
て
、
精
神
的
に
、
家
族
統

一
の
中
心
に
な
っ
た
の
み
で
な
く
、
お
そ
ら
く
同
時
に
、
家
産
の
寅

際
の
所
有
権
者
と
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
牧
野
氏
は
多
く
の
賞

例
を
引
用
し
て
、
漢
代
の
家
産
は
「
家
族
員
個
々
の
私
財
」
を
も
ふ

く
め
て
、
原
則
的
に
傘
長
の
指
揮
下
に
あ
り
、
そ
の
統
一
の
も
と
に

閉山町

一
の
経
済
圏
鐙
を
形
成
し
た
こ
と
は
、
疑
い
な
い
と
し
た
。
守
屋
氏
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は
別
居
分
財
の
決
定
が
、
多
く
父
母
の
意
志
に
出
た
こ
と
を
指
摘
し

た
d

牧
野
氏
の
い
う
傘
長
と
は
、
多
く
の
場
合
に
は
父
を
時
に
は
母

を
さ
し
た
で
あ
ろ
う
。
孔
子
が
父
死
し
て
二
二
年
そ
の
遁
を
改
め
な

い
の
は
、
孝
と
い
う
べ
き
だ
|
|
事
而
」
と
い
っ
た
こ
と
を
財
産
に

つ
い
て
い
え
ば
「
家
父
の
統
一
下
に
あ
っ
た
家
財
を
そ
の
死
後
と
い

え
ど
も
)
念
に
は
慮
分
し
な
い
こ
と
」
を
も
含
め
て
、
理
解
し
て
も

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
職
園
|
|
漢
代
の
五
ロ
の
品
叫
戸
遁
農
家
の
家
族
鉱
労

働
に
よ
っ
て
、
耕
作
し
う
る
耕
地
の
庚
さ
は
、
百
畝
を
出
で
な
か
っ

た
。
そ
の
耕
作
似
労
働
の
主
力
は
、
む
ろ
ん
、
青
壮
年
夫
妻
で
あ
っ
た



が
、
耕
地
の
所
有
権
そ
の
も
の
は
、
父
(
母
)
に
所
属
し
た
で
あ
ろ
う
。

家
計
の
危
機
を
の
り
こ
え
る
た
め
に
、
子
孫
を
奴
僻
に
頁
h
y
出
す
こ

つ
ね
に
父
母
で
あ
っ
た
。

と
を
決
心
す
る
の
は
、

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
孝
鰹
庶
人
章
に
お
け
る
農
民
家
族
で
は

「
父
権
と
孝
道
と
生
産
」
と
が
一
世
と
な
っ
て
、

そ
の
家
族
の
場
に

統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
職
園
時
代
と
、

そ
の
延
長
と
し
て
の
秦
漢
帝
園
時
代
の
祉
禽
を
基
礎
と
し
て
、
自
耕

の
農
民
生
活
の
現
場
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
に
等
し
い
香
り
を
も
っ

て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
見
る
者
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
者

は
、
儒
家
と
い
う
特
定
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
こ
に

は
無
拳
な
農
民
を
も
、
充
分
ナ

ッ
ト
ク
さ
せ
、
自
樹
党
的
な
孝
道
の
道

に
進
ま
せ
る
、
現
場
出
来
の
理
論
的
構
造
が
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き

な
い
。
漢
代
で
は
、
孝
経
は
政
治
的
に
も
思
想
的
に
も
、
生
き
た
も

の
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
は
、
板
野
氏
も
認
め
る
遁
り
で
あ
る
。
そ

れ
は
孝
鰹
の
吐
曾
経
済
的
基
礎
が
、
こ
の
よ
う
に
、
生
き
た
も
の
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
私
は
思
う
。
し
か
る
に
孝
艇
が
皐
に
儒
家
の
一

分
科
と
し
て
、
拳
問
的
な
研
究
と
思
想
的
な
縁
敬
だ
け
を
集
め
、
賞

践
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
樺
威
が
弱
く
な
る
の
は
、
六
朝
か
ら
唐
代
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と
い
う
時
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
私
の
見
解
で
は
、

お
そ
ら
く
、
こ

の
六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
は、

職
園
秦
漢
的
な
農
村
、
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
を
構
成
し
た
も
の
と
し
て
の
職
園
漢
代
的
家
族
も
、
性
格

-
構
造
を
襲
化
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
孝
躍
の
自
明
的
賓

際
的
基
礎
と
な
っ
て
い
た
「
父
権
と
生
産
と
孝
道
」
と
が
統
一
さ
れ
、

三
位
一
睦
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
農
村
家
族
は
、
も
は
や
、
こ
の
時

代
に
は
、
強
く
は
生
き
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
職
圏
秦
漢
の
祉

禽
を
さ
さ
え
た
精
神
と
し
て
の
孝
粧
が
、
も
は
や
現
貰
の
生
き
た
場

ー
ー
ー
私
の
主
張
す
る
用
語
を
も
っ
て
す
れ
ば
「
三
族
制
家
族
」
だ
が

ー
ー
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
こ
と
は
、

根
本
的
に
は
、
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農
業
生
産
力
の
質
的
な
設
展
進
歩
が
、
生
産
組
織
と
し
て
の
農
民
家

族
の
構
造
に
拙
変
化
を
も
た
ら
し
、
も
は
や
必
ず
し
も
、
「
孝
程
的
な

。
。
。
。

三
族
制
形
式
の
家
族
」
を

一
般
的
に
公
理
的
な
事
賓
と
し
て
認
め
が

た
い
ま
で
に
上
昇
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
か
。
L、
L、

か
え
れ
ば
、
孝
程
的
な
農
民
家
族
が
、
か
え
っ
て
儒
家
た
ち
の
尚
古

的
な
理
想
1

l事
賓
と
し
て
の
公
理
で
な
く
ー
ー
ー
に
轄
化
し
て
い

っ

た
の
で
は
な
い
か
。
七
井
田
睦
氏
が
大
著
「
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
」

で
紹
介
し
て
い
る
、
六
朝
唐
代
の
戸
籍
残
巻
は
、
依
然
と
し
て
、
こ

の
時
代
に
も
な
お
、

一ニ
族
制
形
式
の
家
族
が
多
い
こ
と
を
教
え
て
は

い
る
が
、

し
か
し
、
問
題
は
も
う
一
歩
進
ん
だ
賠
に
あ
る
の
で
は
な
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い
か
。
残
念
の
も
つ
性
質
、
意
味
の
一
層
の
分
析
的
研
究
は
、
必
ず

ゃ
、
こ
の
離
に
開
し
て
、
何
も
の
か
を
教
え
る
の
で
は
な
い
か
。
む

ろ
ん
、
私
の
こ
の
推
論
は
大
脂
で
あ
る
。
貨
は
、
多
く
の
史
料
に
基

づ
く
寅
謹
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
私
は
今
、

そ
の
問
題
に
入
っ
て
い
く
い
と
ま
を
持
た
な
い
。
た
だ
、
こ
の
問
題

に
興
味
を
持
つ
事
者
の
協
力
に
、
多
く
を
期
待
し
た
い
。
孝
経
は

さ
ら
に
宋
代
以
後
に
は
、
テ
キ
ス
ト
の
成
立
に
つ
い
て
さ
え
疑
問
を

出
す
挙
者
が
現
わ
れ
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
現
質
的
勢
力
は
全
く
失

日
本
信
青
然
に
よ
っ
て
逆
職

わ
れ
た
。
郷
注
孝
経
は
宋
代
に
一
度
、

入
さ
れ
た
。
ま
た
、
知
不
足
驚
叢
書
の
中
の
古
文
孝
鰹
孔
停
や
孝
鰹

鄭
注
は
、
消
代
に
ま
た
も
、

日
本
か
ら
逆
織
入
さ
れ
た
も
の
だ
。
こ

の
よ
う
な
重
要
文
献
の
、
こ
の
よ
う
な
運
命
の
中
に
、
そ
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
の
無
力
ぶ
り
が
克
ら
れ
る
。
そ
の
祉
舎
経
済
史
的
原
因
、

少
く
も
庶
人
章
を
支
え
る
農
民
家
族
の
質
的
幾
化
の
あ
と
を
考
究
す

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
無
用
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

孝
経
庶
人
章
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
農
民
の
子
の
孝
道
を
説
い
た

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
孝
道
を
貰
践
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
「
農
民
の
子
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
幼
少
な
人
た
ち
で
は
な
い
。
そ
れ
は
質

に
、
こ

の
よ
う
な
教
え
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
身
帥瞳

す
で
に
十
分
に
成
長
し
た
青
年
批
年
の
男
子
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
妻
子
を
ひ
き
い
て

一
家
の
生
活
を
支
持
す
る
者
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
こ
の
「
農
民
の
子
」
が
形
成
し
て
い
る
家
族
は
、

ど
ん
な
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
え
て
見
よ

、内ノ。
漢
の
何
休
は
、
公
羊
傍
宣
公
十
五
年
の
俸
に
注
し
て
、
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一
夫
一
婦
受
田
百
畝
、
以
養
父
母
妻
子
、
五
ロ
篤
一
家
。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
何
休
は
、
孝
道
そ
れ
自
身
に
つ
い
て

設
を
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
「
血
庶
民
一
家
の
生
産
を
槍

一
夫
一
婦
の
結
合
を
な
し
、
百
畝
の
受
回
を
耕
作

首
す
べ
き
者
が
、

し
て
、
そ
の
収
穫
に
よ
っ
て
、
自
分
の
父
母
妻
子
を
養
う
こ
と
が
、

井
団
法
の
根
本
で
あ
る
」
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
は
、
農
民
の
生
産
鉱
労
働
に
劃
す
る
、
儒
家
の
、
少
く
も

孟
子
以
来
の
傍
統
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
漢
の
臆
窃
は
、

風
俗
湿
気
に
、

謹
案
春
秩
井
田
記
、
人
年
三
十
、
受
回
百
畝
、
以
食
五
口
、

五
口



第
一
戸
、
父
母
妻
子
也
。

と
い
い
、
晋
の
古
寧
は
、
穀
梁
停
宣
公
十
五
年
俸
の
注
に
、

一
夫
一
婦
佃
百
敵
、

以
共
五
日
、

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
よ
う
な
停
統
的
解
揮
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
玄
宗
の
御
注
に
、
「
租
税
が
法
定

通
り
に
納
め
ら
れ
て
い
れ
ば
云
々
」
と
あ
る
の
に
劃
し
て
邪
畏
が
、

孟
子
や
劉
照
(
計
一
一
一
蹴
雌
一
切
叩
想
以
…
日
凶
刈
い

h
m
)を
引
い
て
、
周
代

の
井
団
法
に
基
づ
く
、
税
法
と
し
て
の
徹
法
に
読
き
及
ん
で
い
る
の

父
母
妻
子
也
。

も
、
や
は
り
、
こ
の
停
統
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
俸
統
的
考
え

方
は
、
弁
図
法
と
い
う
、
周
代
の
濁
特
な
田
制
と
俸
え
ら
れ
る
も
の

に
関
す
る
、
儒
家
に
遁
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
俸
え
ら
れ
る
井
田
法
で
は
、
成
年
の
男
子
が
妻
を
え
て
畑
倒
立
す
る

や

一
家
を
成
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
百
畝
の
田
地
を
支
給
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
た
ち
の
考
え
る

井
田
制
度
で
は
、
配
偶
者
を
有
す
る
兄
弟
は
、
必
然
的
に
、
家
族
構

成
か
ら
除
外
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
何
休
や
慮
訪
は
漢
人
で
あ
っ
た

が
、
か
れ
ら
は
、
漢
代
人
の
常
識
と
し
て
、
農
民
家
族
が
普
通
五
人

ぐ
ら
い
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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寅
際
に
は
、
こ
の
農
家
五
口
の
構
成
は
、
各
種
各
様
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
後
で
述
べ
る
遁
り
だ
。
し
か
し
、
何
・
躍
ら
は
そ
の
中
で
も
、

兄
弟
の
同
居
を
除
外
し
て
、
し
か
も
、
最
も
人
間
的
生
活
の
充
足
し

つ
ま
り
父
母
妻
子
よ
り
な
る
五
口
家
族

を
選
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
井
田
法
そ
れ
自
睦
は
、
今

た
形
と
し
て
の
家
族
構
成
、

日
と
い
え
ど
も
一
大
疑
圏
で
あ
っ
て
、
そ
の
賓
態
忍
理
解
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
前
記
何
・
臆
・
詰
ら
の
立
読
も
、
井
団
法

そ
の
も
の
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
以
上
、
に
わ
か
に
嘗
否
の
判
断
を

く
だ
し
が
た
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
少
く
も
、
か

れ
ら
が
、
家
族
を
考
え
る
場
合
に
、

つ
ね
に
濁
立
の
「
夫
婦
」
だ
け
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が
、
焦
貼
に
く
る
の
で
は
な
く
て
、
必
ず
「
父
母
と
夫
婦
」
と
が
同

時
に
「
密
接
し
た
も
の
L

と
し
て
、
焦
酷
に
く
る
と
い
う
事
賓
は
、

と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

孝
経
に
一
ホ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
農
民
の
子
L

が
、
妻
子
を
ひ
き
い

て、

し
か
も
孝
道
を
つ
く
す
と
さ
れ
る
時
、

少
く
も
何
・
臆
・
落

的
家
族
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
語
を
費
や
す
ま
で
も
な
く
、
明
ら

か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
庶
人
章
の
場
合
に
は
、
家
族
構
成

中
に
、
兄
弟
が
必
然
的
に
除
外
さ
れ
る
何
・
膝
・
活
的
井
田
設
の
制

約
は
、
も
早
や
必
要
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
孝
鰹
は
そ
の
外
見

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弁
団
法
が
決
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
、
職
閣
末
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な
い
し
案
漢
的
祉
舎
の
農
民
家
族
が
、
暗
献
の
う
ち
に
封
象
と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
に
、
先
に
引
い
た
戦
圏
中
期
の

孟
子
の
文
に
よ
っ
て
考
え
て
も
、
そ
こ
に
は
「
父
母
妻
子
兄
弟
」
の

農
民
家
族
が
想
定
さ
れ
て
、
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
の

で
あ
る
。
孟
子
の
文
は
、
前
段
は
、
梁
恵
王
治
下
の
農
村
に
善
政
を

ほ
ど
こ
し
た
ら
ば
ど
う
な
る
か
と
い
う
想
定
。
後
段
は
、
敵
園
と
し

て
の
秦
楚
の
農
村
は
ど
ん
な
寅
情
で
あ
る
か
と
い
う
拙
寓
で
あ
る
。

前
段
の
梁
園
の
農
村
に
は
、
壮
者
が
あ
り
、
父
兄
が
あ
る
。
後
段
の

父
母
あ
り
、
兄
弟
が
あ
る
。
農
耕
の
徐
暇
に
、

秦
楚
の
農
村
に
は
、

父
兄
に
劃
し
て
、
孝
悌
を
修
め
る
と
さ
れ
る
批
者
は

い
う
ま
で
も

な
く
、
「
妻
子
を
ひ
き
い
て
い
る
」
と
い
う
想
定
を
は
ず
す
こ
と
が
で

き
な
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
「
入
以
事
父
兄
、
出
以
事
其
長
上
」
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
父
兄
と
同
居
し
て
い
る
拭
態
を
嘗
然
と
す
る
。

兄
も
む
ろ
ん
妻
子
が
存
し
て
、
こ
の
壮
者
と
共
働
す
る
他
の
壮
者
で

あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
別
に
不
思
議
で
は
な
い
。
秦
楚
の
農
家
で
は

他
労
働
捲
世
間
の
批
年
は
出
て
こ
な
い
が
、
「
養
父
母
」
し
た
り
、
悪
政
の

結
果
、
兄
弟
妻
子
を
離
散
さ
せ
ら
れ
る
嘗
事
者
と
し
て
、
文
の
裂
に

か
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
注
意
す
る
ま
で
も
な
く
、
妻

子
を
ひ
き
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
孟
子
の
文
で
は
、
梁
園

で
も
秦
楚
で
も
、
農
村
家
族
は
「
父
母
妻
子
兄
弟
よ
り
な
っ
て
い
る
」

と
の
前
提
の
下
に
、
農
民
家
族
の
生
活
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
い
っ
て
も
、

む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
家
族
が
「
父
母
妻
子
兄
弟

の
す
べ
て
を
、

つ
ね
に
同
時
に
現
有
し
て
い
た
」
な
と
と
、
私
が
考

え
て
い
る
わ
け
で
な
い
、

の
は
蛍
然
で
あ
る
。
私
が
い
い
た
い
の
は
、

孟
子
(
な
い
し
、

そ
の
時
代
一
般
)
で
も
、
家
族
と
い
う
も
の
の
構
成

が
、
親
念
な
い
し
事
費
に
お
い
て

つ
ね
に
こ
の
範
囲
の
人
々
に
よ

っ
て
構
造
づ
け
ら
れ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
大
し
て
，
時
代
の
た
つ

- 36ー

て
い
な
い
、
孝
粧
の
時
代
の
農
民
家
族
が
、
孟
子
と
全
く
同
じ
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
は
、
多
一
言
を
要
せ
ず
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
庶
人
章
の
農
民
家
族
の
構
成
を
考
え
る
場
合
「
父
母
と

夫
婦
」
が
同
時
に
「
密
接
し
て
」
焦
離
に
く
る
と
い
う
時
、
そ
の
夫

婦
は
必
ず
一
組
に
か
ぎ
る
、

と
い
う
井
田
法
的
制
約
が
除
去
さ
れ
て

複
数
組
夫
婦
と
な
っ
て
も
よ
い
、
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
場

合
に
は
、
父
母
妻
子
同
産
が
密
接
し
て
灼
鼎
に
く
る
こ
と
に
な
り
、

私
が
か
つ
て
三
族
制
家
族
と
い
っ
た
も
の
の
杷
貌
が
、
明
ら
か
に
出

て
く
る
。
と
す
れ
ば
、
庶
人
章
的
農
民
の
孝
道
は
、
他
な
ら
ね
三
族

制
家
族
を
基
盤
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
、

と
し
な



け
れ
ば
な
る
ま
い
。

い
い
か
え
れ
ば
、
庶
人
章
的
農
民
の
家
族
で
は

兄
弟
の
同
居
共
財
、
が
、
あ
た
り
ま
え
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ρ

い
う
ま

で
も
な
く
孝
経
は
、
原
理
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
「
人
の
子
」
の
道
を

読
い
た
も
の
で
、
「
孝
道
を
つ
く
さ
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う
例
外
を

認
め
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
「
農
民
の
子
」
が

す
べ
て
庶
人
章
的
孝
道
を
要
請
さ
れ
る
、
と
す
れ
ば
、
そ
の
家
族
構

成
は
必
然
的
に
、

前
述
し
た
よ
う
な
、
「
父
母
の
下
に
お
け
る
兄
弟

妻
子
の
同
居
共
財
生
活
L

の
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
兄
弟
の
中
の
誰
か
だ
け
が
父
母
の
世
話
を
し
て
い

れ
ば
、
他
は
そ
の
義
務
を
ま
ぬ
が
れ
る
、

と
い
う
よ
う
な
、
現
笈
的

事
務
的
鹿
理
が
許
さ
れ
る
齢
地
は
な
い
。
こ
れ
は
原
理
、
あ
る
い
は

道
徳
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

私
は
か
つ
て
、
漢
代
に
お
け
る
家
族
の
問
題
字
」
論
じ
た
時
、
右
の

よ
う
な
「
父
母
の
下
に
お
け
る
兄
弟
の
同
居
共
財
の
家
族
」
を
漢
代

家
族
の
基
本
型
と
規
定
し
、
そ
れ
を
三
族
制
家
族
と
い
う
名
で
よ
ん

ω
 

だ
。
ま
た
、
別
の
論
文
で
は
、
孔
子
の
時
代
に
す
で
に
し
て
、
こ
の

ょ
う
在
家
族
は
普
遍
化
し
、
孔
子
は
、
こ
の
家
族
の
聞
に
行
わ
れ
たω

 

倫
理
と
し
て
の
孝
道
を
捕
え
、
そ
の
敬
語
の
根
本
と
し
た
と
論
じ
た
。
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一
九
五
六
年
、
守
屋
美
都
雄
氏
は
、

、，
。
、
.
、
】
「
V
M
へ

ノ

l
ノ

I
}
.
咽
市
川

し
か
る
に
、

京
・
同
志
社
東
方
文
化
講
座
第
二
輯
と
し
て
、
「
漢
代
家
族
の
形
態

に
闘
す
る
考
察
」
な
る
論
文
を
護
表
し
た
。
氏
は
こ
の
論
文
で
、
私

の
所
読
を
全
面
に
わ
た
っ
て
否
定
す
る
と
共
に
、
か
つ
て
氏
自
身
が

ω
 

提
唱
し
た
漢
代
家
族
の
三
族
制
読
を
も
撤
回
す
る
旨
、
宣
言
さ
れ
た
。

私
は
氏
の
細
密
を
き
わ
め
た
所
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
貼
に

お
い
て
、
な
お
承
服
し
か
ね
る
疑
問
を
も
っ
て
い
る
者
で
あ
る
。
そ

し
て
、
今
も
私
は
、
漢
代
家
族
の
三
族
制
家
族
読
を
す
て
な
い
の
み

か
、
氏
が
撤
回
参
」
宣
さ
れ
た
前
読
の
方
を
、
多
く
の
融
で
支
持
す
る

者
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
氏
の
新
設
を
批
判
し
つ
つ
、
あ
ら
た
め
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て
、
三
族
制
家
族
な
る
も
の
を
考
察
し
て
見
よ
う
と
思
う
。

四

孝
経
庶
人
章
の
農
民
家
族
は
、
必
然
的
に
三
族
制
家
族
の
形
態
を

一
般
、
庶
人
章
に
か
ぎ
ら
ず
、
ま
た

必
ず
し
も
儒
家
に
か
ぎ
ら
ず
、
漢
代
人
が
、
「
家
族
」
と
い
う
人
聞
の

集
園
を
考
え
る
時
、
つ
ね
に
一
定
の
型
と
し
て
表
出
さ
れ
る
家
族
形

と
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。

態
は
、
三
族
制
形
式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
父

母
妻
子
同
産
が
つ
ね
に
密
接
し
て
焦
貼
に
現
わ
れ
る
」
形
の
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
。
以
下
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。
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守
屋
氏
は
周
躍
地
官
小
司
徒
の
郷
注
に
、

有
夫
有
婦
、

然
後
鋳
家
、
自
二
人
以
至
於
十
第
九
等
。

と
あ
る
の
を
引
い
て
、
「
夫
と
婦
、
そ
れ
は
漢
代
人
の
考
え
た
家
の

A
副
司

最
小
の
単
位
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
。
果
し
て
、
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
や
は
り

ど
こ
ま
で
も
鄭
玄
の
「
考
え
た
」
も
の
で
あ
っ
て

「
現
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」

と
は
、
「
無
篠
件
に
は
」

信
じ

ら
れ
な
い
。
原
来
、
こ
の
注
は
小
司
徒
の
本
文
に
、

上
地
家
七
人
、
可
任
也
者
家
三
人
、
中
地
家
六
人
、
可
任
也
者

家
五
人
、
下
地
家
五
人
、
可
任
也
者
家
二
人
。

と
あ
る
も
の
に
謝
し
て
鄭
玄
が
、

一
家
男
女
七
人
以
上
、
則
授
之
以
上
地
、
所
養
者
衆
也
。
男
女
五

人
以
下
、
則
授
之
以
下
地
、
所
養
者
寡
也
。
正
以
七
人
六
人
五
人

篤
率
也
。
有
夫
有
婦
、
然
後
篤
家
。
自
二
人
以
至
於
十
矯
九
等
。

七
六
五
者
篤
其
中
。
可
任
、
謂
丁
強
任
力
役
之
事
者
、
出
老
者
一

人
、
共
儀
男
女
強
弱
相
牢
、
其
大
政
。

と
し
て
い
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
鄭
玄
が
い
い
た
い
こ
と

は
、
七
六
五
と
い
う
本
文
の
数
字
に
劃
す
る
、
鄭
玄
ら
し
い
理
論
的

な
説
明
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
鄭
玄
の
説
明
の
努
力
は
、

五
六
七

の
数
字
が
、

ど
こ
か
ら
出
て
く
る
か
の
理
論
を
明
か
す
こ
と
に
集
中

鄭
玄
の
読
明
を
敷
延
す
る
と
、
「
夫
婦
は
家

族
な
る
も
の
の
基
礎
的
結
合
で
あ
り
、
そ
の
夫
婦
二
人
か
ら
十
人
の

し
て
い
る
。

そ
こ
で
、

も
の
ま
で
三
段
階
九
遁
り
の
家
族
が
あ
り
、
二
・
三
・
四
人
の
も
の

八

・
九
・
十
人
の

。
。
。
。

も
の
は
大
家
族
で
あ
る
。
五
・
六
・
七
人
の
も
の
は
、
こ
の
遁
り
中

そ
れ
を
傍
働
力
か
ら
見
る
と
、
老
人
は
鉱
労

は
小
家
族
、

五
・
六
・
七
人
の
も
の
は
中
家
族
、

家
族
で
、
標
準
で
あ
り
、

働
に
た
え
な
い
か
ら
、

一
人
除
外
し
て
、
後
の
男
女
の
強
弱
の
力
を

卒
均
し
て
、

一
家
三
人
、
二
家
五
人
、

一
家
二
人
と
い
う
数
の
鉱
労
働

力
が
出
て
く
る
」
と
い
う
風
に
、

い
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
よ
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
鄭
注
の
主
力
は
、

ど
こ
ま
で
も
、

五
・
六
・
七
と
い

う
数
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
二
・
一
一
一
・
四
や
八
・
九
・
十
に
あ
る
の

で
は
な
い
。
家
族
を
理
論
的
に
分
析
す
れ
ば
、
夫
婦
と
い
う
結
劃
的

な
結
合
に
ぶ
つ
か
る
か
ら
、

そ
れ
か
ら
考
え
て
、
十
人
ま
で
の
も
の

を
九
遁
り
に
分
け
る
と
、
中
ほ
ど
に
、

五
・
六
・
七
と
い
う
数
字
が

え
れ
ら
る
の
で
、

か
れ
は
こ
れ
を
利
用
し
た
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
。

か
れ
に
と
っ
て
は
、
夫
婦
二
人
の
家
族
と
い
う
の
は
、

「
か
れ
流
の

理
論
上
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
現
賓
の
家
族
数
の
翻
察
」

そ
れ
は
「
考
え
た
」

か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

も
の
に
過
ぎ
な
い
。



-
鄭
玄
は
家
族
を
口
一
数
か
ら
分
析
し
て
、
夫
婦
と
い
う
結
封
の
結
合

に
ぶ
つ
か
り
、
こ
れ
を
家
族
の
出
張
、
基
礎
な
い
し
核
と
考
え
た
こ

と
は
事
賓
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
夫
婦
を
家
族

の
核
的
存
在
と
し
て
取
り
出
す
こ
と
は
、
漢
代
の
文
献
に
往
々
見
ら

回

れ
る
こ
と
で
、
私
も
か
つ
て
指
摘
し
た
離
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
核

と
し
て
の
夫
婦
は
、
決
し
て
漢
代
に
お
け
る
濁
立
な
家
族
の
一
形
式

で
は
な
か
っ
た
。
近
代
の
家
族
は
、
父
母
兄
弟
か
ら
の
濁
立
性
が
極

度
に
強
い
、
個
人
的
男
女
の
結
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、

一
夫
一
婦
の
結
合
は
、
そ
の
ま
ま
「
家
」
を
構
成
し
、
そ
れ

で
家
の
構
成
は
完
結
す
る
。
し
か
し
、
漢
代
の

一
夫
一
婦
の
結
合
は

決
し
て
直
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
「
家
」
を
構
成
し
完
結
し
は
し
な
い
。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
家
」
の
核
心
た
る
に
止
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い

い
か
え
れ
ば
、

一
見
近
代
的
な
意
味
の
「
夫
婦
家
族
」
に
似
か
よ
っ

た
こ
の
一
夫
一
婦
の
結
合
は
、
質
は
、
も
っ
と
大
き
な
構
造
物
(
つ

ま
り
三
族
制
家
族
)
の
内
に
、
包
揖
期
さ
れ
た
形
で
の
み
、
存
在
し
え

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

い
ま
だ
員
に
濁
立
性
を
有
す
る
「
家
」
そ

の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
「
婦
」
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
、

「
夫
」
は
、
父
母
兄
弟
と
密
接
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
し
て
の

「夫」

445 

で
あ
る
。
!
盟
織
論
の
周
秦
篇
に

一
室
之
中
、
父
兄
之
際
、
若
身
瞳
栢
層
、

一
節
動
而
知
於
心
。

と
い
っ
て
い
る
よ
う
な
開
係
は
、
物
心
南
面
に
わ
た
っ
て
、
強
く
存

在
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
漢
代
人
が
家
族
を
考
え
る
場
合
に
は

必
ず
「
父
母
妻
子
同
産
が
同
時
に
密
接
し
た
も
の
」
と
し
て
の
み
、

か
り
に
一

焦
貼
に
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
漢
代
に
お
い
て
は
、

夫
一
婦
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
別
居
分
財
と
か
官
吏
の

遠
地
へ
の
赴
任
と
向
、
あ
る
い
は
費
範
・
死
夜
・
分
散
と
い
う
よ
う

な
、
異
常
な
悲
劇
な
ど
の
理
由
で
、
そ
の
よ
う
な
核
心
と
し
て
の
一

夫

一
一
婦
の
家
族
が
、
母
睦
た
る
三
族
制
家
族
か
ら
、
暴
露
さ
れ
た
吠

態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
決
し
て
、
そ
の
朕
態
が
漢
代
家
族
の
本
質
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を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
誼
擦
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
遁

り
で
あ
る
。

守
屋
氏
は
前
記
の
論
文
で
、
再
三
に
わ
た
っ
て
、
陸
賓
の
五
子
に

掛
す
る
、
別
居
分
財
の
話
を
引
例
さ
れ
た
。
そ
れ
は
正
し
く
、

三
族

制
家
族
と
い
う
、
本
質
に
根
ざ
し
た
事
例
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
係
地

が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
陸
賀
が
父
と
し
て
の
意
志
で
、
そ
の
五
ー子
に

別
居
分
財
さ
せ
た
時
、

か
れ
ら
五
子
は
、
す
で
に
壮
年
で
あ
っ
た
。

間

そ
れ
は
、
守
屋
氏
も
い
う
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
五
子
は
、

父
陸
買
の
下
で
、
別
居
分
財
以
前
に
す
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
妻
子
を
有
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し
て
、
同
居
共
財
の
生
活
を
管
ん
で
い
た
こ
と
は
、
歴
然
と
し
て

い

る。

さ
ら
に
、
他
の
例
を
引
こ
う
。
地
理
志
に
見
え
る
生
分
と
い
う

語
は
、
非
難
の
語
気
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
守
屋
氏
の

懇
の
語
か
従
わ
ず
、
従
来
通
り
の
語
解
に
従
え
ば
、
こ
の
生
分

と
は
、

お
そ
ら
く
、
生
き
て
い
る
親
の
意
志
に
反
し
て
、
子
が
自
由

に
別
居
分
財
す
る
こ
と
を
悪
風
と
し
て
、
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
れ
も
、
す
で
に
し
て
別
居
分
財
が
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
以
前
の
献
態
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
父
の
下
に
お
け
る
同
居

共
財
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
例
の
よ
う
に、

父
母
の
意
志
に

せ
よ
、
そ
の
反
封
で
あ
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
、
父
母
の
生
前
で
あ

る
と
、
死
後
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
別
居
分
財
の
行
わ
れ
る
以
前
に

す
で
に
、
兄
弟
が
父
母
の
下
に
、
同
居
共
財
の
生
活
を
営
む
こ
と
が

不
思
議
で
も
何
で
も
な
い
事
宜
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
、
こ
れ
が

族
制
家
族
を
本
質
と
す
る
漢
代
家
族
の
通
有
性
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ

と
は
、
濁
立
の
夫
婦
だ
け
を
単
位
と
す
る
近
代
家
族
に
は
、
紹
劉
に

起
り
ょ
う
が
な
い
。
守
屋
氏
は
「
父
生
前
の
分
家
分
財
は
、
子
か
ら

は
申
し
出
し
に
く
か
っ
た
と
し
て
も
、

父
母
の
側
か
ら
は
自
由
に
行

的
抑

い
え
れ
何
」
と
い
う
。
そ
れ
こ
そ
、
強
い
父
権
の
下
に
お
け
る
、
同
居

共
財
の
三
族
制
家
族
を
必
然
的
前
提
と
し
て
成
立
す
る
行
痛
で
な
く

て
何
で
あ
ろ
う
。
牧
野
氏
も
守
屋
氏
も
、

漢
代
に
は
別
居
分
財
の
史

料
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
護
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
別
居

分
財
の
事
例
の
多
い
こ
と
こ
そ
、

そ
の
背
後
に
あ
る
本
質
的
な
家
族

形
態
と
し
て
の
「
父
母
妻
子
同
産
の
同
居
共
財
生
活
」
の
普
遍
性
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
質
を
背
景
と
し
て
考
え
て
こ
そ
、
守

屋
氏
が
「
父
生
前
の
兄
弟
同
居
が
特
筆
に
債
す
る
ほ
ど
珍
ら
し
い
こ

仰

と
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
、
首
然
と
し
て
、
理
解
で

き
る

の
で
あ
る
。
父
生
前
の
兄
弟
同
居
が
、
特
に
賞
讃
さ
れ
て
い
る

例
の
見
え
な
い
の
も
、
そ
の
よ
う
に
、
賞
讃
し
た
り
奨
蹴
さ
れ
た
り
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し
て
、
こ
と
さ
ら
、
維
持
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
困
難

な
こ
と
な
の
で
は
な
く
、
社
合
的
事
宜
と
し
て
普
遍
的
に
存
在
す
る

も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宜
に
、
三
族
制
家
族
そ
の
も
の
は
、
田
山

想
あ
る
い
は
、
理
想
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
全
〈
現
賞
の
祉
禽
的

事
賞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
守
屋
氏
が
引
用
す
る
、
儀
醒
喪
服
の
子
夏

の
停
語
と
い
わ
れ
る
も
の
、

必
嘗
同
居
、
然
後
篤
異
居
、
未
嘗
同
居
、
則
不
得
異
居
。

は
漢
代
人
の
語
で
は
な
い
が
、
一
二
族
制
家
族
が
普
遍
化
し
て
い
た
、

前
五
世
紀
を
降
ら
な
い
時
代
の
人
の
語
と
し
て
、
興
味
が
あ
る
。
そ

れ
は
お
そ
ら
く
、
三
族
制
家
族
を
背
景
と
し
て
成
立
し
て
い
る
論
理



で
あ
ろ
う
。
必
ず
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
論
理
と
し
て
成
立
し
よ
う
が

な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
員
の
近
代
家
族
の
よ
う
に
、
夫
婦
家
族

が
本
質
で
あ
る
場
合
に
は
、
「
異
居
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
問
題
に
な

ら
ず
、
従
っ
て
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
「
同
居
」
な
ど
と
い
う
と
と

も
起
り
、
ょ
う
が
な
い
。

つ
ま
り
、
同
居
と
異
居
の
聞
を
つ
な
ぐ
論
理

の
場
が
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
か
り
に
、
語
と
し
て
の
同
居
や

異
居
が
あ
る
、
と
し
て
も
、
そ
の
事
賓
と
意
味
と
は
、
漢
代
家
族
の

場
合
と
は
、
本
質
的
に
別
物
な
の
で
あ
る
。

五

し
か
る
に
、
父
生
前
の
別
居
分
財
と
い
う
こ
と
を
、
孝
道
、
こ
と

に
庶
人
章
的
孝
道
の
観
貼
、
つ
ま
り
漢
代
人
の
思
想
、
あ
る
い
は
理

想
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
自
明
的
に
し
て
普
遍
的
な
吐

禽
的
事
賓
と
し
て
の
三
族
制
家
族
が
、
分
裂
し
、
打
ち
こ
わ
さ
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
漢
代
人
と
し
て
、
承
認
し
が
た
い
背
理

で
あ
っ
て
、
非
難
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
に
ち
が
い
な

ぃ
。
け
だ
し
、
庶
人
章
こ
そ
は
、
そ
の
よ
う
な
祉
舎
的
事
賓
と
し
て

の
三
族
制
家
族
を
自
明
的
な
場
と
し
て
成
立
し
、

か
っ
そ
れ
は
「
自
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然
の
理
」
ま
た
は
公
理
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
賓
に

こ
の
自
明
的
な
場
、
公
理
と
し
て
の
場
で
あ
る
三
族
制
家
族
は
、
無

意
識
の
う
ち
に
、
孝
道
の
前
提
と
な
り
そ
の
ま
ま
道
徳
化
さ
れ
て
、

か
れ
ら
に
と
っ
て
の
員
に
人
間
ら
し
い
家
族
共
同
瞳
の
形
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
賞
讃
し
た
り
、
意
識
的
に
維
持
し
よ
う
と

さ
れ
た
り
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、

ア
プ
リ
オ
リ
に
、
公
理
と

し
て
、
「
事
責
そ
の
も
の
」
、
「
人
間
的
常
態
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
家
族
制
の
分
裂
や
打
ち
こ
わ

し
は
、
そ
の
ま
ま
道
徳
的
な
場
の
喪
失
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て

父
生
前
の
別
居
分
財
は
、
こ
の
臨
か
ら
、
嘗
然
「
非
難
に
債
す
る
も
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の
」
と
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

漢
代
に
お
け
る
別
居
分
財
の
流
行
の
事
責
は
、
ま
こ
と
に
守
屋
氏

も
い
う
よ
う
に
、
各
種
の
動
機
・
理
由
・
時
期
・
方
法
に
よ
っ
て
現

ω
 

賓
に
存
在
し
た
。
漢
代
の
文
献
は
、
そ
の
一
一
に
つ
い
て
必
ず
し
も

非
難
を
あ
び
せ
て
い
る
・
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
も
、
守
屋
氏
が
い
う

開

通
り
で
あ
る
。
漢
代
の
文
献
が
、
個
々
の
別
居
分
財
に
つ
い
て
、
必

ず
し
も
非
難
し
て
い
な
い
の
に
は
、
次
の
二
の
理
由
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

一
つ
は
、
父
母
の
死
後
の
別
居
分
財
で
、
こ
れ
は
自
然
な
こ

と
だ
っ
た
か
ら
、
非
難
の
必
要
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、

で
に
述
べ
る
が
、
父
死
後
の
同
居
共
財
が
、
賞
讃
に
債
す
る
よ
う
に

っ
し、
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替
か
れ
て
い
る
の
は
、
漢
代
人
が
こ
れ
を
遂
行
す
る
の
に
は
、

か
な

り
多
く
の
困
難
や
無
理
を
お
し
て
、
兄
弟
た
ち
が
意
志
的
に
維
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
臨
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
し
ろ
、
父
生
前

の
別
居
分
財
さ
え
、
す
で
に
流
行
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
同
居

同
財
が
、
父
母
の
生
死
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
か
な
か
、
現
貫
生
活
と

し
て
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
貰
は
や
が
て
は
、
孝
程
庶
人
章
的
孝
道
の

自
明
的
公
理
的
な
場
で
あ
っ
た
、
三
族
制
家
族
が
、
木
賞
に
く
ず
れ

出
し
、
孝
鰹
的
孝
道
が
も
早
や
そ
の
本
来
の
場
を
う
し
な
う
に
至
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
漢
代
で
は
、
父
生
前
の
別
居
分
財
の

風
が
盛
行
し
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
が
、

そ
の
基
本
と
し
て
の

同
居
共
財
、
し
た
が
っ
て
、
三
族
制
家
族
が
「
姿
を
波
し
て
し
ま
う
」

と
い
う
こ
と
は
、
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
族
制
家
族
の
影
の
う
す

く
な
る
時
代
、
そ
れ
は
自
作
農
が
減
少
し
、
孝
経
庶
人
章
的
孝
道
が
、

も
早
や
現
質
的
な
場
券
」
う
し
な
い
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
孝
経
そ
れ
自
身
が
現
賓
を
は
な
れ
て
、
単
な
る
泉
問
、

あ
る
い
は
思
想
と
し
て
だ
け
研
究
さ
れ
傘
敬
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。

私
は
六
朝
か
ら
唐
代
に
い
た
る
時
代
が
、

そ
れ
で
は
な
い
か
と
推
測

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
上
家
下
戸
制
の
定
型
化
の
時
代
で
あ
る
。

さ
て
、

漢
代
の
文
献
が
、
別
居
分
財
に

つ
い
て
、
必
ず
し
も
非
難

し
て
い
な
い
理
由
の
二
は
、
そ
の
記
事
の
目
的
が
非
難
に
あ
る
の
で

な
く
て
、
単
に
事
質
を
録
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、

全
く
別
な
こ
と

を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
漢
代
の
文
献
が
、
父
生
前

の
別
居
分
財
の
こ
と
を
多
く
停
え
て
い
て
も
、
必
ず
し
も
常
に
非
難

の
見
解
を
示
し
て
い
な
・
い
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
漢
代
に

お
い
て
は
、
父
生
前
の
別
居
分
財
が
非
難
さ
れ
て
い
な
か

っ
た、

と

は
い
え
な
い
。
漠
代
の
文
献
で
も
、
非
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
に

は
や
は
り
、
別
居
分
財
が
父
の
生
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
非
難
し
て
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い
る
、

と
私
に
は
思
え
る
。
そ
の
黙
に

つ
い
て
、
少
し
く
論
じ
て
見

ト」品、つ。
漢
書
地
理
志
に
、
有
名
な
生
分
の
語
が
見
え
る
。
左
に
、

そ
の
文

券
」
録
す
る
と、

河
内
股
埴
、
更
属
子
晋
、
康
叔
之
風
既
獄
、
而
材
之
化
猶
存
、
故

俗
剛
強
、
多
豪
傑
侵
奪
、
薄
恩
曜
、
好
生
分
。

頴
川
鶴
都
、

士
有
申
子
韓
非
刻
骨一
白
徐
烈
、
高
仕
宜
好
文
法、

民
以

責
議
争
訟
生
分
潟
失
、

:
:
:
頴
川
好
訟
分
異
、
糞
韓
化
以
篤
厚
。

従
来
、

こ
の
生
分
と
い
う
語
は
、
父
生
前
の
別
居
分
財
の
こ
と
で

そ
れ
を
不
道
徳
な
こ
と
と
し
て
、
非
灘
の
意
味

あ
り
、
地
理
志
は
、



を
こ
め
て
俸
え
て
い
る
も
の
と
ば
か
り
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る

に
、
守
屋
氏
は
「
漢
代
に
親
の
生
前
の
分
家
行
馬
一
切
を
否
と
す
る

闘

考
え
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
」
と
し
て
、
生
分
と
い
う
の
は
、

「
親
の
生
前
、
子
が
親
と
分
れ
て
お
り
、

M
叫

す
る
も
の
が
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
、
全
く
新
し
い
濁
特
の
語

一
人
と
し
て
親
の
世
話
を

解
を
生
み
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
私
は
、
氏
の
こ
の
新
し
い
語
解
に

-も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
、
多
大
の
た
め
ら
い
を
感
ぜ

ず
に
は
、

い
ら
れ
な
い
者
で
あ
る
。

原
来
孝
道
と
は
、
す
べ
て
の
「
人
の
子
」
の
道
徳
と
し
て
存
在
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
孝
道
は
漢
代
人
に
と
っ
て
、
公
理
に
基
づ
く

道
徳
で
あ
る
と
共
に
、
そ
れ
が
完
全
に
行
わ
れ
る
世
界
が
理
想
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
決
し
て
現
貫
慮
理
の
方
法
で
も
な
く
、
便
宜
の
手

段
と
い
う
の
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、

「
子
の
う
ち
の
誰
か
が

親
の
め
ん
ど
う
を
見
て
や
れ
ば
、
他
の
者
は
そ
の
義
務
が
克
ぜ
ら
れ

る
」
と
い
う
守
屋
氏
の
考
え
方
は
、
道
徳
で
も
理
想
で
も
な
く
、
間
半

な
る
現
賞
慮
理
の
方
法
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
私
は
今
、
漢
代
に
、

の
よ
う
な
「
現
寅
鹿
理
の
制
度
な
い
し
、
風
習
が
存
し
な
か
っ
た
」
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と
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
し
か
に
存
し
た
で
あ

ろ
う
。
こ
と
に
、
牧
野
氏
が
、
「
父
後
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
「
お

そ
ら
く
、
別
居
分
財
後
も
孝
養
の
た
め
に
父
と
同
居
す
る
者
で
あ
っ

ω
 

た
ろ
う
」
と
、
い
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
制
度
や
風
習
の
存
在

し
た
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

現
賓
鹿
理
は
ど
こ

ま
で
も
、
現
賓
鹿
理
で
あ
っ
て
、
公
理
に
基
づ
く
、
道
徳
な
い
し
理

想
の
問
題
と
は
、
完
全
に
性
質
を
異
に
す
る
。
私
が
い
い
た
い
こ
と

は
、
そ
の
よ
う
な
現
賞
虚
理
と
は
別
に
、
孝
道
と
い
う
普
遍
的
理
想

か
ら
見
て
、
漢
代
人
は
「
必
ず
や
父
生
前
の
別
居
分
財
を
不
徳
と
し

て
非
難
し
た
」
は
ず
だ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
理
志
の
生
分
非

難
は
、

お
そ
ら
く
は
、
現
賓
昆
理
の
ま
ず
さ
に

つ
い
て
の
非
難
で
は
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な
く
、
父
生
前
の
別
居
分
財
を
、
公
理
に
そ
む
く
悪
風
と
し
て
認
め

「
そ
れ
を
好
む
」
と
い
う
こ
と
が
、
理
想
や
道
徳
を
は
な
れ
る
こ
と、

儀
り
に
も
遠
い
も
の
と
し
て
、
非
難
の
意
を
み
な
ぎ
ら
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
も
し
、
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
、
必
ず
し
も

「生
分
」
と

い
う
よ
う
な
語
を
用
い
る
必
要
は
な
く
、
ズ
バ
リ
と

「父
後
L

と
か

い
う
よ
う
な
語
を
使
っ
て
、
そ
の
者
の
不
孝
だ
け
を
指
摘
す
れ
ば
よ

そ

い
わ
け
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
父
の
生
前
の
別
居
分

そ
れ
と
は
全
然
無
関
係
に
「
父
後
」

財
そ
の
も
の
が
悪
い
の
で
な
く
、

と
な
っ
た
者
の
行
篤
だ
け
が
悪
い
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

し
か
る
に
わ

ざ
わ
ざ

「生
分
L

と
い
う
語
を
用
い
、

「
に
が
に
が
し
い
生
分
を
好
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む
」
と
い
う
風
に
い
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り

「生
分
」
つ
ま
り
「
父

生
前
の
別
居
分
財
L

を
好
む
風
そ
の
も
の
を
「
背
理
の
風
習
と
し
て
、

非
難
し
て
い
る
の
だ
」
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
質
に
生
分
は
、
現

質

ア
プ
リ
オ
リ
と
し
て
存
在
す
る
孝
道
の
場
と
し
て
の
三
族
制

家
族
が
打
こ
わ
さ
れ
、
そ
の
場
が
失
わ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
非
難
せ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
牧
野
氏
も
生
分
は
「
現
貰
に
は
流
行
し

四

た
が
、
非
難
す
べ
き
こ
と
だ
と
は
、
考
え
ら
れ
て
い
た
。
」
と
、
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
私
に
は
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
牧
野
氏
の
あ
げ
て
い

る
非
難
の
事
例
は
す
べ
て
、
現
賓
慮
理
の
し
方
の
ま
ず
さ
、

つ
ま
り

牧
野
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
父
後
と
な
っ
た
者
」
の
不
徳
無
責
任
を
せ
め

て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
、
本
質
的
な
親

需占

つ
ま
り
、
道
徳
や
理
想
と
し
て
の
孝
道
の
立
場
、
公
理
の
立
場

か
ら
の
非
難
で
あ
る
の
だ
。
守
置
氏
は
抱
朴
子
外
篇
巻
十
五
審
察
の

盛
献
之
世
:
:
:
台
閣
失
謹
用
於
上
、
州
郡
軽
貢
穆
於
下
、
:
:
:
故

時
入
信
用
之
語
回
、
事
秀
才
不
知
書
、
察
孝
燦
父
子
別
居
。

聞

と
い
う
文
を
引
い
て
、
こ
の
時
人
の
噺
笑
の
語
さ
え
、
「
父
生
前
の

別
居
分
財
を
必
ず
し
も
非
難
し
た
も
の
で
な
い
」
と
さ
れ
た
。
そ
れ

で
は
、
こ
の
瑚
笑
の
語
の
意
味
は
、
十
分
に
カ
ラ
シ
が
き
い
た
も
の

に
な
る
ま
い
。

氏
は
こ
の
文
献
に
つ
、
つ
け
て
、
「
父
子
別
居
の
非
難

が
、
か
り
に
存
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
現
寅
の
家
を
拘
束
す
る
上

に
い
か
に
無
力
で
あ
っ
た
何
と
か
、

「親
の
生
前
の
分
家
に
闘
す

一
般
の
家
族
形
態
を
規
制
す
る
ほ
ど
、
強
く
存

関

在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
か
い

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
別
居

る
道
徳
的
非
難
が
、

分
財
が
現
賓
と
し
て
流
行
的
で
あ
る
時
、
そ
れ
に
射
す
る
非
難
の
カ

が
弱
い
と
い
う
種
類
の
事
貨
は
、
今
も
昔
も
幾
わ
り
は
な
い
傾
向
で

あ
る
。
ま
た
、
漢
代
の
「
一
般
の
家
族
形
態
」
は
「
父
生
前
の
別
居

分
財
に
劃
す
る
非
難
な
ど
に
、
規
制
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
別
居
分

財
が
行
わ
れ
る
基
本
形
と
し
て
、
好
悪
に
超
越
し
て
、

事
賓
と
し
て
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存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
、

「自
然
の
理
」

ま
た
は

「公

理
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
別
居
分
財

へ
の
非
難
は
、

「自
然
の
理
」
な
い
し

「
公
理
」
と
し
て
の
三
族
制
家
族
を
規
制
せ

ん
が
た
め
で
は
な
く
、
「
自
然
の
理
」
や

「
公
理
」

に
背
反
す
る
不

合
理
と
し
て
ー
ー
し
た
が
っ
て
、
道
徳
的
に
は
、

不
徳
と
し
て
非
難

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

..... ，、

最
後
に
、
漢
代
家
族
を
、
本
質
的
に
は
三
族
制
家
族
と
し
て
捕
え

る
と
す
れ
ば
、

そ
の
こ
と
と
、
漢
代
人
の
常
識
と
し
て
の
、
普
通
の



阜
県
民
家
族
の
口
数
が
五
日
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
は
、

の
よ
う
に
、
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
問
題
が
残
る
。

戦
園
時
代
、
な
い
し
漢
代
に
、
普
遁
の
農
民
家
族
の
口
敏
を
五
口

で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
常
識
で
あ
っ
て
、
皐
設
も
こ
れ
に
基
づ

く
も
の
が
、
二
三
に
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
鈷
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

倒

牧
野
氏
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
は
、
そ
の
こ
と
と
三
族
制
家
族
と
の
関
係
で
あ
る
。

先
に
引
い
た
何
休
・
膳
劫
・
巧
寧
ら
の
五
口
家
族
は
、
そ
の
構
成

が
、
父
母
妻
子
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
守
屋
氏
は
「
こ
の
家
族
に

兄
弟
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
以
上
、
こ
の
五
日
の
家
を
父
在
世
中
の

兄
弟
同
居
に
基
づ
く
、
三
族
制
家
族
と
断
ず
る
わ
け
に
は
行
か
な
い

で
あ
ろ
、
凸
と
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
五
口
に
兄
前
の
ふ
く
ま
れ

て
い
な
い
貼
は
、
ま
こ
と
に
守
屋
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
U

そ

の
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
述
し
た
遁
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
⑥
少
く
も
、
謄
・
何
の
注
が
、
井
田
制
の
家
族
を
も
な
お
、
五

口
と
し
た
の
は
、

か
れ
ら
が
全
く
、
職
固
な
い
し
、
漢
代
の
常
識
に

し
た
が
っ
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
⑥
そ
の
五
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口
の
構
成
を
父
母
妻
子
と
し
た
理
由
は
、
前
述
し
た
通
り
に
、

ら
が
漢
代
人
と
し
て
、

か
れ

家
族
な
る
も
の
を
考
え
る
場
合
、

「
必
ず
父 ど

母
と
夫
婦
と
が
同
時
に
、
密
接
し
た
も
の
と
し
て
焦
貼
に
く
る
」
と

い
う
、
遁
有
の
考
え
方
に
立
つ
た
め
で
あ
る。

漢
代
に
も
、

む
ろ
ん
種
々
の
外
見
を
も
っ
家
族
が
あ
っ
た
。
そ
の

駐
に
つ
い
て
は
、
私
は
か

つ
て
守
屋
氏
の
蓄
読
を
引
い
て

η
漢
代
家

族
に
は
小
は
夫
妻
よ
り
、
大
は
三
世
同
居
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

の
形
態
が
あ
る
が
、
し
か
も
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
父
母
妻
子
同
産

を
ふ
く
む
典
型
的
形
態
を
出
護
貼
と
し
て
、
分
裂
ま
た
は
、
集
合
し

@
 

た
も
の
に
他
な
ら
な
い
」

と
し
た
遁
り
に
、
大
盤
の
こ
と
は
、
今
も

幾
ら
ず
に
考
え
て
い
る
。

「小
は
夫
妻
よ
り
」
と
い
う
貼
に

つ
い
て

- 45ー

は
、
若
干
の
注
が
い
る
が
、
そ
れ
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
決
し
て

濁
立
の
家
族
の
一
形
態
な
の
で
は
な
く
、
何
か
の
理
由
で
、

三
族
制

家
族
の
外
包
が
脱
落
し
て
、
そ
の
中
か
ら
夫
婦
の
結
合
だ
け
が
暴
露

し
た
、

と
い
う
朕
態
で
の
み
存
在
し
た
家
族
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

外
見
上
同
じ
く
五
日
家
族
と
い
っ
て
も
、

そ
の
構
成
の
貼
で
の
ヴ
ァ

り

エ
l
ジ
ョ

ン
は
相
嘗
に
多
く
種
類
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
父

母
妻
子
よ
り
な
る
五
口
も
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
現
賓
に
は
、
必
ず

し
も
父
母
の
在
世
し
な
い
五
口
家
族
だ
っ
て
、
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。

別
居
分
財
し
た
直
後
の
若
い
家
族
の
中
に
は
、

父
母
が
い
な
い
こ
と

の
方
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
何

・
腫
ら
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
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よ
う
な
各
種
の
五
日
家
族
の
構
成
の
中
か
ら
、
井
田
制
の
農
家
を
説

明
す
る
の
に
最
適
な
も
の
と
し
て
、
特
に
父
母
妻
子
よ
り
な
る
五

日

を
え
ら
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
が
こ
の
選
鐸
を
す
る

時
に
、
そ
の
考
え
方
を
大
き
く
制
約
し
た
も
の
は
、
前
日
記
の
@
⑥
と

い
う
二
機
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
五
口

の
各
種
の

家
族
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、

基
本
と
し
て

の
三
族
制
家
族
か
ら
生
れ
、
そ
の
影
を
負
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
歯
錯
の
有
名
な
五
口
農
家
の
分
析
に
よ
っ
て

述
べ
て
見
ょ
う
。

今
、
埼
錯
が
五
口
農
家
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
原
文
を
、
必
要
な

と
こ
ろ
だ
け
、
左
に
録
し
て
見
る
。

今
曲
演
夫
五
口
之
家
、
其
服
役
者
不
下
二
人
、
・
:
四
時
之
間
亡
日
休

息
、
文
私
自
、
途
往
迎
来
、
第
死
問
疾
、
養
孤
長
幼
、
在
其
中
、
勤

苦
如
此
、
向
復
被
水
早
之
災
、
急
政
暴
虐
、
賦
融
不
時
、
・
:
於
是

有
質
問
宅
、
調
子
孫
、
以
償
責
者
失
。

私
と
し
て
は
、

漢
代
家
族
の
基
本
形
が
三
族
制
で
あ
っ
て
、
父
母

と
い
う
考
え
方
を
費
え
よ
う
と
思
っ
た
こ
と

回

は
な
い
。
し
か
し
か
つ
て
、
私
が
こ

の
問
題
に
つ
い
て
史
林
に
護
表

妻
子
同
産
よ
り
な
る
、

し
た
時
に
、
こ

の
極
錯
の
五
口
家
族
を
考
察
し
た
よ
う
な
考
え
方
は

今
日
で
は
、
も
早
や
持
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
い

た
。
そ
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
人
は
、
か
つ

て
の
守

屋
氏
で
あ
り
、
ま
た
牧
野
氏
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
私
は
改
め
て
司

錯
の
五
日
家
族
の
構
成
を
考
え
た
が
、
そ
の
結
果
は
や
は
り
、
こ
の

五
ロ
家
族
に
お
い
て
も
、

「基
本
形
に
父
母
妻
子
同
産
を
ふ
く
む
三

族
制
家
族
が
存
在
し
て
い
る
L

こ
と
だ
け
は
、
私
の
誤
り
で
な
い
こ

と
が
確
信
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
記
述
し
た
。
「父
母
妻
子
同
産
と
は
、
父
母
と
、
子
兄
弟
と
、

五
日
や
六
口
で
、

こ

そ
の
妻
た
ち
と
、
姉
妹
と
、
孫
た
ち
で
あ
り
、
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の
す
べ

て
を
ふ
く
む
家
族
を
示
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
元
来
無
理
な

の
だ
し
、
意
味
も
な
い
。
そ
れ
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
五
ロ
と
い
う

よ
う
な
小
家
族
で
も
、
そ
の
成
員
は
、

つ
ね
に
、
父
母
妻
子
同
産
と

い
う
観
酷
か
ら
構
成
さ
れ
た
観
念
に
よ

っ
て
見
ら
れ
て
い
る
し、

賞

際
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
酷
で
あ
る
と
思
う
。
:
:
:
通
錯
の
文
を
，

よ
む
と
、
こ

の
宜
際
的
な
文
献
に
も
、
質
は
た
し
か
に
、

父
母
妻
子

(
同
産
)
を
ふ
く
ん
で

五
ロ
の
家
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
養
孤
長
幼
と
か
、
間
子
孫
と
か
い
v
う
句
が
見
え
る
が
、

孤
と
は
恐
ら
く
、
親
を
失
っ
た
子
で
、
そ
れ
は
兄
弟
の
子
で
あ
ろ
う

し、

子
孫
と
は
、
父
母
か
ら
、
見
て
そ
の
子
や
孫
に
あ
た
る
者
で
あ



国
る
。
」
こ
の
記
述
は
、
今
に
し
て
思
え
ば
、

り
、
疎
雑
で
も
あ
っ
て
、
十
分
な
解
析
が
行
わ
れ
て
い
な
い
う
ら
み

な
お
、

不
充
分
で
も
あ

が
あ
る
。
し
か
し
大
綱
に
お
い
て
は
、
今
も
決
し
て
誤
り
で
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
守
屋
氏
は
私
の
こ
の
新
し
い
考
え
方

を
も
否
定
し
て
「
こ
の
五
日
に
三
族
制
家
族
を
見
ょ
う
と
す
る
こ
と

闘

を
不
可
能
で
あ
る
」
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
電
錯
の
こ
の
文
は
、

決
し
て
翠
一
な
一
家
を
封
象
と
し
て
論
を
た
て
て
い
る
の
で
は
な
く
、

い
く
つ
も
の
五
日
農
家
の
諸
事
情
を
ひ
っ
く
る
め
て
、
そ
れ
ら
の
す

べ
て
に
通
ず
る
、
生
活
困
難
の
事
情
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
無
数
の
五
日
農
家
の
中
に
は
、

五
日
程
度

た
と
え
、

の
小
人
数
の
中
で
も
、
兄
弟
の
子
や
孫
を
含
む
も
の
が
あ
り
う
る
の

一
定
の

は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
孤
や
孫
の
文
字
か
ら
、

師

家
族
形
態
を
み
ち
び
き
出
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
L

と
い
う
に
あ
る
。

守
屋
氏
が
、
電
錯
の
五
日
家
族
は
決
し
て
『
軍
一
の
一
家
を
劃
象
と

し
た
も
の
で
な
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

い
か
に
も
正
し
い
。
し

か
し
、
こ
の
貼
は
、
従
来
の
私
と
い
え
ど
も
、
全
然
考
え
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
記
述
す
る
時
に
、
そ
れ
に
ふ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
黙
を
十
分
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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だ
が
守
屋
氏
が
、
「
無
数
の
五
日
農
家
の
中
に
は
、

五
日
程
度
の
小

人
数
の
中
で
も
、
兄
弟
の
子
や
孫
を
含
む
も
の
が
あ
り
う
る
の
は
嘗

然
L

と
さ
れ
た
臨
に
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
に
、
重
要
な
問
題
は
あ
る
の
，

だ
と
思
う
。
私
は
、
そ
の
よ
う
に
「
無
数
の
五
日
農
家
の
中
に
、
兄

弟
の
子
や
孫
が
存
在
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
」
こ
と
こ
そ
、
基
本
形

と
し
て
の
三
族
制
家
族
の
反
映
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
私
は
決
し
て
J

電
錯
の
五
日
家
族
を
単
一
家
族
と
見
て
、
そ
の
中
に
父
母
妻
子
同
産

の
す
べ
て
の
萎
を
護
見
し
よ
う
と
、
企
て
て
い
る
の
で
は
な
い
。
守

屋
氏
も
い
う
如
く
、
ま
こ
と
に
、
電
錯
の
五
日
家
族
は
、
多
く
の
ヴ

ァ
リ
エ

l
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
い
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
私
も
前
に
述

べ
た
よ
う
に
、
そ
の
多
く
の
種
類
の
五
日
家
族
の
中
に
は
、
父
母
妻
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子
を
ふ
く
む
も
の
も
あ
っ
た
ろ
う
。
父
母
妻
弟
を
ふ
く
む
も
の
、
父

母
兄
と
そ
の
妻
を
ふ
く
む
も
の
、
父
母
と
二
兄
弟
を
ふ
く
む
も
の
な

ど
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
父
母
が
存
在
し
な
く
と
も

兄
弟
同
居
の
ま
ま
の
、

五
日
家
族
も
あ
り
え
た
し
、
別
居
分
財
し
た

て
ゐ
若
い
成
員
か
ら
な
る
、

五
日
家
族
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
慶
化

は
、
か
な
り
多
く
て
、

一
一
貫
例
を
見
な
け
れ
ば
、
机
上
の
推
測
だ

け
で
は
見
賞
、
が
つ
け
に
く
い
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
す
べ
て

が
、
三
族
制
家
族
の
影
を
負
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
各
種
の

五
日
家
族
の
中
で
、
電
錯
が
、
「
其
服
役
者
不
下
二
人
L

と
か
、
「
養
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孤
長
幼
」
と
か
、
「
龍
子
孫
」
と
か
を
す
る
何
家
族
か
を
考
え
て
い
る

の
は
、
決
し
て
、
ま
れ
な
例
の
み
を
故
意
に
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
。
か
れ
は
寅
に
、
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
、
珍
ら
し
く
も
な

い
事
例
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
服
役

者
に
つ
い
て
は
、
私
は
顔
注
を
は
な
れ
て
、
回
早
に
農
業
労
働
に
従
う

閣

家
人
と
す
る
牧
野
氏
の
設
に
従
う
。
「
服
役
者
二
人
を
下
ら
ず
」
と
い

う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
農
家
第
働
に
従
事
す
る
者
が
、
少
く
も
二
入

団

は
く
だ
ら
ず
、
時
に
は
三
人
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
」
と
す

る
、
牧
野
氏
の
な
だ
ら
か
な
解
鰹
を
う
け
い
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

服
役
者
の
「
少
く
も
二
人
」
と
い
う
の
は
、

お
そ
ら
く
は
第
一
番
に

ω
 

は
、
幾
家
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
た
夫
妻
の
共
同
労
働
を
指
し
、
も
つ

そ
の
夫
妻
の
鉱
労
働
で
立
っ
て
い
る
A
家
の
他
に
、
な
お
、
時

に
は
他
の
成
年
(
間
ド
一
M
M
M
マ
ら
)
、
あ
る
時
に
は
、
未
成
年
さ
え
も

が
労
働
に
加
わ
る
よ
う
な
、

B
家
な
い
し
、
宮
家
も
あ
る
こ
と
が
考

ぱ
ら
、

え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
A
B
B
家
に
お
け
る
夫
婦
は
、
む
ろ

ん
、
三
族
制
家
族
の
影
を
や
ど
し
た
者
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
前

に
も
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

B
家
や
宮
家
の
成
年
、
あ
る
い
は
時
に
、

未
成
年
と
い
う
の
も
、
三
族
制
家
族
の
影
を
負
う
誰
か
で
あ
る
。
父

母
・
妻
子
・
同
産
の
中
の
誰
で
あ
る
か
は
、
そ
の
家
族
の
事
情
に
よ

っ
て
決
定
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
宮
子
孫
」
と
い
う
場
合
も
、
子
と
は
C

。

家
の
己
の
子
だ
け
を
指
す
と
は
か
ぎ
ら
ず
、

C
家
の
父
母
か
ら
見
て

の
子
で
あ
っ
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
、
そ
の
子
は
C

。

家
の
己
の
幼
な
い
兄
弟
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
孫
も
D
家
の
父
母
か

。

ら
見
て
の
孫
な
ら
、

D
家
の
己
の
子
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら

に
ま
た
、
父
母
の
い
る
E
家
で
は
、
そ
の
孫
は
E
家
に
生
活
す
る
兄

弟
の
子
で
あ
っ
て
も
、
さ
し
っ
か
え
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
C

D
E
三
家
に
お
け
る
父
子
孫
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
三
族
制
の
影
を

負
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
孤
と
い
う
の
は
、
単
に
親
の
な
い
子
供
の
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こ
と
で
あ
る
。
守
屋
氏
は
「
孤
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、

む
し
ろ
兄
弟
が
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
子
供
は
原
則
と
し
て
五
ロ
の

家
族
の
中
に
含
ま
れ
な
い
の
が
普
通
の
套
で
あ
る
よ
う
に
さ
え
解
せ

ら
れ
匂
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
私
に
は
根
操
あ
る
設
と
は
受
け
と

れ
な
い
。

F
家
で
は
、
同
居
共
財
中
に
死
ん
だ
兄
弟
夫
妻
の
子
供
の

養
育
を
負
携
し
て
い
た
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
G
家
で
は
、
別
居
分
財

後
、
不
幸
に
し
て
死
ん
だ
兄
弟
夫
妻
の
子
供
を
収
養
し
て
い
た
例
も

あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
族
制
家
族
の
影
を
負
っ
て
い

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

G
家
の
別
居
分
財
の
如
き
は
、
そ
れ
自

身
が
三
族
制
家
族
を
前
提
と
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、



前
に
再
三
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

守
屋
氏
は
以
上
の
他
、
な
お
多
〈
の
離
に
わ
た
っ
て
、
私
の
読
を

4

否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
私
の
考
え
方
が
不
充
分
か
、

な
い
し
は
正
く
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
し
か
し
、

重
要
な
酷
に
つ
い
て
は
、
私
の
反
論
は
以
上
に
つ
き
る
。
他
の
黙
は

以
上
の
反
論
が
幸
い
に
し
て
正
し
け
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
守
屋
氏
の

否
定
論
の
全
酬
躍
が
再
考
を
要
す
る
も
の
と
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
、

こ
こ
に
は
ふ
れ
な
い
で
お
く
。
守
屋
氏
に
謝
し
て
は
、
失
瞳
に
な
る

こ
と
も
述
べ
た
と
反
省
さ
れ
る
が
、
守
屋
氏
が
よ
い
仲
間
で
あ
る
こ

と
を
信
じ
て
、
思
っ
た
通
り
書
い
た
。
賓
は
こ
の
反
論
は
も
っ
と
早

〈
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
も
の
ぐ
さ
の
た
め
、

守
屋
氏
か
ら
著
書
の
寄
贈
を

h

つ
け
て
い
な
が
ら
、
今
日
ま
で
、
返
答

を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
の
方
が
、
よ
り
大
き
な
鉄
麓
で
あ
る
と
思
つ

て
い
る
。
幸
い
に
し
て
今
度
、
孝
経
庶
人
章
に
よ
せ
て
こ
の
反
論
を

書
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
喜
び
と
し
て
い
る
者
で
あ
る
。

(
一
九
五
九
年
一
月
十
二
日
記
)

455 

註

ω板
野
長
八
・
孝
経
の
成
立
ハ
円
一
九
五
五
年
|
史
皐
雑
誌
六
四
ノ
三
。

ω左
氏
禽
翁
・
左
俸
幾
公
九
年
俸
の
保
。

制
{
子
都
宮
清
士
口
・
弘
子
拳
闘
|
京
都
大
皐
人
文
科
事
研
究
所
創
立
廿
五
周
年

記
念
論
文
集
、
一
九
五
四
年

ω歯
車
問
努
語
・
管
子
小
匡
篇
。

伺
牧
野
巽
・
支
那
家
族
研
究
、
一
九
四
三
年
、
一
六
O
頁

制
守
屋
美
都
錐
・
漢
代
家
族
の
形
態
に
関
す
る
考
察

l
一
九
五
六
年
、
一
二
三

-
三
六
頁

伺
漢
書
食
貨
志
の
電
錯
の
女
。

ωこ
の
例
は
史
記
漢
書
そ
の
他
に
、
多
く
見
ら
れ
、
今
一
々
一
万
す
要
も
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。

倒
板
野
長
八
・
孝
経
の
成
立
∞
一
九
五
五
年
|
史
皐
雑
誌
六
回
ノ
四

帥
後
漢
書
徳
吏
俸
の
劉
寵
俸
に
引
か
れ
た
侠
女
。

帥
宇
都
宮
清
吉
・
漠
代
枇
曾
経
済
史
研
究
一
九
五
五
年
、
四
O
八
|
四
一

一
頁

伺
前
掲
書
、
一
九
頁

制
守
屋
美
都
雄
・
漢
代
家
族
の
型
体
に
闘
す
る
試
論
、

雑
誌
、
五
二
ノ
六

帥
守
屋
美
都
雄
・
漢
代
家
族
の
形
態
に
関
す
る
考
察
、

頁
帥
漢
代
社
合
経
済
史
研
究
、
四
一
五
頁

帥
牧
野
・
前
掲
醤

二
七
七
頁
|
八
八
頁

町
守
屋
・
前
掲
書
三
四
頁

帥
守
屋
・
前
掲
書
一
一
一
一
頁

倒
守
屋
・
前
掲
書
三
四
頁

制
守
屋
・
前
掲
書
三
三
頁

制
守
屋
・
前
掲
書
三
O
|
一
一
一
一
頁

伺
守
屋
・
前
掲
書
一

oー
一
一
頁

/ 

一
九
四
一
年
|
史
事
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一
九
五
六
年
、
二
九
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ω守
屋
・
前
掲
書
二
ニ
頁

ω守
屋
・
前
掲
書
一
三
頁

鈎
牧
野
・
前
掲
書
二

O
二
頁

M
W
牧
野
・
前
掲
書
一
八
六
頁
|
一
八
八
頁

紛
守
屋
・
前
掲
書
一
五
頁

鈎
帥
守
屋
・
前
掲
書
二
ハ
頁

M
W
牧
野
・
前
掲
書
二
一

o
l一
二
四
頁

帥
守
屋
・
前
掲
書
一
七
頁

同
宇
都
宮
・
前
掲
書
四
一
一
頁

脚
字
都
宮
清
吉
・
漢
代
に
お
け
る
家
と
豪
族
、
一
九
三
九
年
、
史
林
二
四
ノ

倒
牧
野
・
前
掲
書
二

O
七

l
一
一
一
一
六
頁

倒
宇
都
宮
・
漢
代
社
合
経
済
史
研
究
四
二
二
頁

倒
守
屋
・
前
掲
書
一
八
頁

制
守
屋
・
前
掲
書
一
七
|
一
八
頁

倒
牧
野
・
前
掲
書
二
一
八
頁
以
下

側
牧
野
・
前
掲
書
一
一
一
一
頁

帥
牧
野
・
前
掲
書
二
一
八
|
一
二
二
頁

帥
守
屋
・
前
掲
書
一
八
頁

日
本
畢
術
曾
議
曾
員
の
選
嬰
に
つ
い
て

今
回
日
本
皐
術
舎
議
中
央
選
奉
管
理
委
員
舎
よ
り
左
記
事
項
に
つ
い
て

の
周
知
か
た
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
十
一
月
二
十
日
に
日
本
皐
術
曾
議
第
五
期
禽
員
選
摩
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
選
問
事
権
、
被
選
事
権
を
得
る
た
め
に
は
、
日
本
皐
術
舎
議
事

務
局
備
付
の
有
権
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
今
般
選
翠
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ー
、
第
四
期
(
昭
和
三
十
一
年
度
)
に
有
権
者
で
あ
っ
た
方
は
、
改

め
て
登
録
用
カ
l
ド
を
提
出
す
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
但

し
第
四
期
登
録
以
外
の
部
・
専
門
で
第
五
期
の
登
録
を
求
め
る
方

は
申
請
書
を
添
え
次
の
2
項
に
準
じ
て
登
録
を
求
め
て
下
さ
い
。

2
、
第
四
期
有
権
者
以
外
の
有
資
格
者
が
新
に
第
五
期
曾
員
選
翠
の

有
権
者
と
な
る
た
め
に
は
来
る
五
月
八
日
ま
で
に
本
管
理
舎
に
登

録
用
カ
l
ド
を
必
着
す
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
登
録
用
カ
l
ド
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て

ー
、
登
録
用
カ
l
ド
用
紙
の
請
求
は
個
人
ご
と
に
行
う
建
前
で
す
か

ら
所
定
の
様
式
に
よ
り
葉
書
で
管
理
舎
宛
請
求
し
て
下
さ
い
。

2
、
使
宜
上
大
皐
、
研
究
機
関
に
劃
し
て
第
四
期
有
権
者
以
外
の
有

資
格
者
の
名
簿
提
出
を
依
頼
し
、
そ
の
名
簿
に
基
き
本
管
理
禽
よ

り
登
録
用
カ

I
ド
用
紙
を
各
人
あ
て
迭
付
し
ま
す
。
従
っ
て
本
管

理
曾
よ
り
名
簿
提
出
を
依
頼
さ
れ
た
大
皐
・
研
究
機
関
に
勤
務
し

て
お
ら
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
そ
の
機
閥
を
遇
し
て
用
紙
を
請
求

し
て
下
さ
い
。
こ
の
際
個
人
請
求
と
重
複
し
な
い
よ
う
御
注
意
下

さ
い
。
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Chi Min Yao Shu費民要術 (AGuide to Agrieulture and Animal 

Husbandry) and the System of Three Crops per Two Years 

Kenji而 Yoned，α

It has been generally' accepted as， a definite opinion that the system 

of three crops per two years， peculiar to North China. sprang up in the 

T'ang唐 period，because the account of that system cannot be found in 

Chi Min Yao Shu， a book of husbandry in the Northern Wei北雛 period.

In the pr白 entpaper the author wi11 point out that the system can be 

traced in the descriptions of Chi Min Yao Shu itself， and that the system 

was practised to a great extent at that time and even in the previous 

periods. 

Shu Jen Chang庶人章 (Chapterof Common People) of 

Hsiao Ching孝経 (Canonof Filial Piety) 

Kiyoyoshi Utsunomiyα 

The aim of this article wi1l be summed up in. two points: the one is 

to analyse Shu Jen Chang from the view-point of economic and socia1 

history， the other to criticize Mr. Moriya's monograph，“A Study of the 

Chinese Family System during the Han Dynasty" from the same point of 

vlew. 

Hsiao Ching is thought to be a product in the later part of the Warring 

S!:e¥tes period. The first several chapters of the work are composed on the 

traditional social outlook， i.e.“Men of honour u田 head，while the common 

people physical strength." Confucious did not expr白 sit so plainly， but 

Mencious thought of it as a matter of policy to connect common people 

with production. In the chapter about Common People he d~ribed the 

point from the depth of morals of self‘willingness. Paternity， filial piety 

and production is the trinial core of the chapter and the family system 

underlined in it is apparently the three-families三族 system.

Mr. Mor匂ais strongly against the opinion that the fundamental form 

-1-



of family system during the Han dynasty was the three-families system， 

but 1 must confess that his theory is already untenable in the light 

of the more detailed study which 1 hope to have attempted in this paper. 

The Relation between the Population Registers in the Liang Wei両親

Period with the Labour Conscription Record in T‘ang唐， and 

the Changes in the Sense of K'o課

Shizuo Sogabe 

Many population registers have been discovered at Tunhuaug敦煙 and

reviewed in the academic journals， but we have not found the account of 

corvee in these documents yet. However， the description of corvee can be 

found in the register documents of the Liang Wei period which have also 

been discovered at Tunhung and have recently come to our knowledge 

through the journals. 

The present paper is an attempt to elucidate the difference in con-

nection with the labour conscription record in T'ang， and the changes in 

the sense of k'o. 

A Note on Hsiao・Wang

Junρei Hagiwara 

The word hsiao・wang-tzudesignates the whole heads of the tribes 

which were active in Mngolia in the late Ming明 period. Dayan Khan 

and Altan Khan were their successors and one of their clans unified 

Mongolia. It has been said that the hsiao・wung-tzutribe was engaged in 

constant struggle against the Oirats in the process of unification of 

Mongolia. But according to Ming Shih Lu明実録 (TheVeritable Records 

of the Ming Dynasty)， the hsiao-wang-tzu kept intimate co-operation ‘with 

the Oirats through of Ismael in the formative period of the Ming Empire. 

The situation is made clear not only in the civil war in Mongolia but in 

its relation with China. The character of hsiao司wang-tzuwas different from 

that of the head of the Tartars at the beginning of Ming. 
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